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インターネット生放送番組

スタジオ日本 日曜討論
touron.live
[毎週日曜日10:00～12:30]
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　「スタジオ日本　日曜討論」が15年目を迎えられましたこと、心よりお慶び申し上げます。「国を思う心に休日はない」
「成就するまで継続する」といった理念のもと、15年もの間にわたって休みなく営 と々歩み続けてこられたことに敬意を
表したいと存じます。思い起こせば十数年前、私は銀行員として小菅理事長の専門学校を担当させていただいておりま
した。まだ社会人としても未熟な私でしたが、事あるごとに国を憂うる理事長の思いをお聞かせいただき、少しずつ目を
開かせていただきました。
　政治や社会や歴史を学ぼうと思う時、その情報をどこに求めるかは大事なことです。歪んだ教育、歪んだ情報に接し
て育ってきた我々世代は、これまで聞いたこともなかった情報に初めて触れた時、「何が真実なのか？」という問いかけ
の入口に立つこととなります。インターネットの進展により、国民がマスメディアに依存せず新たな真実に触れることが
できる時代となっています。これからもインターネット放送「スタジオ日本　日曜討論」が日本国民に真実を発信し、国
民の目を開かせていただきますことを大いに期待し、激励と御祝いの言葉に代えさせていただきます。

真実を発信し続ける
「日曜討論」に期待

鬼木  　誠衆議院議員
おに　 き　  　　　  まこと

　一大学の学長という立場になって、9ヶ月が過ぎました。
　この間、大学の仕事の合間を縫って懸案であった憲法改正への活動の一貫として、大小の講演をしたり、集会に参
加させていただいたりの地道な活動をしてまいりました。一国民の眼に写る今の日本の政治状況を見ていると、コメン
トするのが辛いなと感じます。些細なことの揚げ足取りに終始し、安倍総理対（一部の野党を除く）野党+マスコミの構図
が出来上がり、野党とマスコミの共同戦線が堂 と々罷り通っているのには驚くばかりです。昔「椿事件」というのがありま
した。民法テレビ局の幹部が局内の内々の会議で、当時野党だった民主党を応援して政権交代を目指すと発言した事
が発覚して大問題になりましたが、今のテレビの報道ぶりを見ていると、椿事件なんて可愛いものでした。その位、現在
のテレビ報道の偏向、捏造ぶりは凄まじい状況です。安倍政権を倒すためなら、なりふり構わずという態度が露骨に見
てとれます。一体これは何なのでしょうか。単なる偏向などという生易しいものではなく、明らかに政権とメディアの戦争
になっています。江﨑道明氏の著書によると、アメリカのメディアが今同じ状況で、トランプ大統領とのバトルが続いてい
るようです。「公正中立な報道」などというフレーズはゴミ箱にでも捨てられたようです。洋の東西を問わず、マス・メディ
アの立場は大きく左に偏っているようです。そのこと自体は、何を今さらと仰言る向きもおいでだと思いますが、問題はそ
ういうメディアを結構信じている層が少なくないことです。お陰様でネットの普及でテレビを余り観ない若年層では、連
日の安倍政権バッシングにも拘わらず、高支持率が続いており、テレビ世代、中高年、団塊の世代の内閣支持率が
10％程落ちて50％を割ったようです。メディアは勝ち誇ったように“内閣支持率急落”といった大々的な見出しをつけて
煽っています。しかし、冷静に考えてみれば分かることですが、今この安定している安倍政権を倒して、日本にとって何の
得があるのでしょう。喜ぶのは、かの国々だけでしょう。
　今、世界の政治地図の上で、日本の立場は大きく存在感を増しています。それはひとえに安倍政権の長期政権として
の安定性に依るものです。日本という大きな括りで考えたら、今の世界における日本の状況は、戦後得られた最強の立
場ではないでしょうか。
　まともな日本人なら、素直に安倍総理に頑張っていただきたいと思うのが普通だと思いますが、違いますか。

偏向はなはだしいマスコミに
抗する日曜討論

西川  京子九州国際大学学長・前衆議院議員
にし　かわ　　きょう　こ
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終戦記念日に　なぜ家族で
護國神社にお参りすることが大切なのか・・・

　私たち日本人は、新しい年を迎えることができたことに感謝して、家族揃って神社へお参りに行きます。また、お盆には
家族でお墓参りをし、ご先祖様の供養をします。これはお彼岸も同じことです。それでは、終戦記念日にはどうしてこうい
うお参りをしてこなかったのでしょうか。それは、戦死者の名誉と尊厳を全否定した上に今の世の中が築かれたからで
す。今年で七十二年目になるこの秩序は、建国二千六百七十七年のわが国にとってはある種異常な時代といっていい
ものです。こんな状態を決して長続きさせてはいけません。
　国のかたちが、どうしてそんな築かれ方になったのでしょうか。それは白人の作った世界秩序に国をあげて全力で立
ち向かった唯一の有色人種の国がわが国だったからです。戦いの目的は祖国の護りとともに世界中いたるところで奴
隷か半奴隷状態で苦しんでいた有色人種を一挙に解放することでした。明治以降、祖国・日本を防衛する戦いを延々
と続けてきた私たちの先達は、白人の作り上げたこの世界秩序にこそ果てしなく続く戦いの原因があることに気付きま
した。そして、アジアの人 と々一緒に真の自由と永続的な独立を取り戻そうとしたのです。それが日清、日露に続く大東
亜の戦役でした。結果、二百十三万人もの戦死者を出しながらもわが国はその戦いに敗れました。世の中、「正しい」か
らといって必ずしも勝つわけではありません。戦いは「強い者」が勝つのです。しかし、人々の記憶に残るのは「彼らにとっ
ての正しさ」です。つまり、アジアの人々は自分たちを白人の軛(くびき)から解放してくれた日本の戦いを「正しかった」と
いって今でも記憶にとどめてくれているのです。逆に白人は三百年も四百年もかけて作り上げた地球規模の搾取と収
奪の仕組み、つまり植民地支配体制が日本によって復元不能なまでに崩壊させられたため、彼らにとって日本との戦い
は「忌まわしい思い出」以外の何物でもありませんでした。ですから戦いに敗れた日本は、二度と再び白人に歯向かうこ
とのないように、占領軍によって改組され骨抜きにされたのです。これに先立ち、千人以上の軍人さんや兵隊さんが復
讐のために処刑されました。後の時代から何か言われないように「裁判」という形はとりましたが、「私刑(リンチ)」である
ことは誰の目にも明らかでした。かくなる過程を辿って復活されたのが、サンフランシスコ講話会議の結果、一部主権
を取り戻したわが国の偽らざる姿でした。余りにも強かった国・日本、余りにも正しかった国・日本、そして余りにも情け
深かった国・日本。このように誠心(まごころ)一本であったがゆえに、占領にあたって彼らは復讐、改組、復活以外の原
則はうちたてようがありませんでした。
　それでは現代に生きる私たち日本人はこの強いられた歴史にどう向かい合ったらいいのでしょうか。先ず第一に「自
分は日本人なのだ」という自覚を高めることです。第二は先輩諸氏が戦争をしたのは、決して個人的恨みや利益のため
ではなく「公(おおやけ)のため」であったことに気づくことです。第三は、それで亡くなったのであれば、それは「戦死」と
いって私たちのために生命を捧げてくれたと感じる心をもつことです。そして第四は、その行為は祖国防衛と民族解放
という本当に崇高な目的のためのものとして心から尊敬し襟を正すことです。「祖国のために死ぬ」ということは、わが
国が過去から引き継いできた歴史と文化、伝統を守るためであると同時に、これからのわが国の行く末をより確かなも
のにするためでもありました。私たちはその「行く末」に生きています。それゆえ第五は先人の成し遂げえなかった仕事
を現代に引き継ぎ、戦死者に対する追悼と感謝の念をもって「今の日本をより確かなものにするために思いを尽くし力
を尽くす」ことではないでしょうか。
　公(おおやけ)のためにたった一つしかない生命を捧げてくれた人は、決して哀れむべき犠牲者ではありません。否む
しろ私たち日本人が未来永劫、最も誇りとすべき祖国と民族の英雄としてとらえるべきなのです。靖國神社の遊就館に
「ますらおの　かなしきいのち　つみかさね　つみかさねまもる　やまとしまねを」という歌がかかげてありますが、私
たち日本人は、かくも沢山の英雄達によって戦われ護られ、生き残ってきた国の国民です。日本という国があること自体、
そもそも「世界の奇蹟」といっていいのです。私たちの今日(こんにち)あるは、すべて国があってのものだとすれば、その
国を護るために生命を捧げることに優る行為はありません。まさに人知を越えた神様の行為といってもいいのではない
でしょうか。戦死者を忘却の彼方に追いやることは、彼らを二度死なせる仕打ち以外の何物でもありません。そんなこと
は決してしてはならないのです。終戦記念日の本日こそ、祖国再建の誓いも新たに、あるがままの家族が揃って護國の
英霊に追悼と感謝の誠を捧げることが大切と思う次第です。

小菅 亥三郎（専）ライセンスカレッジ理事長
こ　 すげ　　い　 さぶ   ろう
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　「日曜討論」では、愛国心と活力にあふれる出演者(語り部)を募集しております。今の日本を憂い将来に不安を感じ
ており、『何とかしなくてはいけない』、『自分でできることはないか』と思いながらも、何をどうしていいか分からないとい
う方々がたくさんおられると思います。（自分がそうでした）そこで、自分の例を紹介することで、新たな出演者に応募す
る後押しになればと、拙い考えを発表させていただきたいと思います。
　私と同世代の方は、ほぼ同じような時代を経験されおり、私の特殊な経験ではないと思いますが、現在との社会環境
の違いを知っていただくために、少し私の例を述べたいと思います。私は大正生まれの両親から、昭和３０年に生まれ
ました。父は兵隊の、母は家を空襲で焼かれた経験があります。父からは兵隊の話は全く聞いたことはありませんが、母
からは、自宅の２階にいた時、米戦闘機から機銃掃射を受けたこと、空襲で焼け出された事を何かの話のついでに聞
いた事がありました。納骨堂には、戦死した父の弟の遺髪が収められていました。また、小中学校の頃までは、街中でも
空き地に戦車の残骸が残っていたり、至る所に防空壕跡があったり、人が集まるところでは、傷痍軍人の方々を必ずと
言っていいほど見かけました。また、中学校には、特攻隊帰りとのうわさがある怖い先生がいました。このように、間接的
に戦争の断片を感じていました。　
　親戚には上海帰りのおばちゃんがいたり、近所にはには台湾、朝鮮、満州生まれのおじちゃん、おばちゃんがいたりと、
なぜ多くの日本人がこれら外国とかかわっているのか疑問も持っていました。また、町内には日本人と朝鮮人夫婦の家
があり、普通に町内会に入り活動していました。学校では朝鮮人の子供と普通に遊んでいました。大人からは、郊外の朝
鮮人部落は危ないから近づくなと言われておりましたが、子供の頃は恐る恐る近づいて、人影を見てはあわてて逃げ出
したような記憶もあります。当時は戦後経済成長期ではありましたが、総じて日本人も朝鮮人も貧しい人が多く、日本人
にも朝鮮人にも悪い人がいました。当時は、日本人と朝鮮人を認識し、折り合いをつけながら、それぞれのさだめを守
りながら生活していたように思います。
　以上述べてきた子供の頃に経験してきた身近な外国（中国、朝鮮、台湾）に関係する明治後半からの歴史について、
学校では全く教えられてきませんでした。今考えると、反日教育を受けなかっただけでも幸いだったかもしれません。
　一方、昭和３０年代、４０年代は中国、韓国から、日本に対する組織的・公式的な歴史捏造、貶め、恫喝はなかったよう
に思います。その理由は色々あると思いますが、一つは当時の日本や中国を取りまく状況や、戦前生まれの中国人、朝
鮮人の気質を身を持って知っている日本人が多く生きており、嘘を言っても日本国民が誰も信じず、相手にしないので、
そのような事が出来なかったからだと推測します。しかし、近年になるに従って、中国や韓国が、我が国を貶め、国益を
害する活動が露骨になり、マスコミが日本を貶める報道を頻繁に行い始めてきました。最近では、日本人の価値観にそ
ぐわないおかしな判決を下す裁判官まで現れてきました。このままでは、大好きな日本、日本人が崩壊するのではないか
と危機感を覚え、「どうにかせんといかん」と焦っていたところに聞いたのが、当時、FMで放送されていた「日曜討論」で
した。
　第一印象は、正義の味方に遭ったような気がしました。最初は、視聴するだけでしたが、お知らせされる講演会や慰
霊訪問団に参加するうちに、「日曜討論」のゲストに呼ばれる様になりました。そのうちに、進行を努めるコメンテーター
を仰せつかるようになって今に至っております。
　私は、普通の会社員で歴史の成績が良かったわけでも、歴史を専門に勉強したこともありませんので、専門的な知識
や高尚な事を言う能力もありませんが、この番組が日本のためになると信じており、私でもお役に立てればとの思いで
出演しております。番組で放送される内容については、優秀なスタッフの方が準備されますので、安心して出演しており
ます。「日曜討論」が放送される価値は、歴史の専門家だけではなく、普通の、さまざまな職業の、そして数多くの愛国心
ある日本人が発言（語る）することだと思います。現在、「日曜討論」での語り手集団を建設する「日本人講座」が開催さ
れており、本当の歴史や幕末・明治人の視座を学んでおります。日本のために何かしたい人は、どうぞ「日本人講座」の
門をたたいていただきたいと思います。素晴らしい日本を取戻し、将来に残して行くため、一緒に頑張りましょう。

語り手集団を建設する
「日本人講座」にご参加を！

原田  泰宏九州伝承遺産
ネットワーク特別顧問

はら　 だ　　   やす  ひろ
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我々の活動が大河になる日まで

　昨年、中学生だった娘が突然友人に、「お父さんが、インターネットの番組に出ていない？」と聞かれたそうです。娘
は肯定し、訳を聞いたところ、その友人のお母さんがよくこの番組を視聴しており、たまたまそれを一緒に見たところ私
の風貌がよく娘に似ており、また名前も同じだったため、もしやと思い聞いてみたそうでした。
　この事を聞いて私はこんなに身近にこの番組を楽しみに視聴してくれていた人がいたのに驚きました。と同時に中学
生をもつ親世代の人の中でこの番組をみて我々の活動が彼らに何らかでも影響を与えることが出来る可能性を感じま
した。
　アメリ力を筆頭に白人達は、唯一有色人種で彼らに歯向かった日本人に戦争を仕掛け原爆まで使って叩きのめし、
その上さらに徹底的に牙を抜くために東京裁判史観を刷り込み検関、公職追放、さらにWGIP（ウォー・ギルト・イン
フォメーション・プログラム）に毒された圧倒的な政治家、文化人やマスメディアの力で、それまで日本人が培ってきた
伝統文化を破壊してきました。そして少しでも取り戻そうとすると、今回の国連のデービット・ケイのような人物を使ってマ
スコミとのマッチポンプを演じて執拗な攻撃を仕掛けてきます。
　しかし情けないのは従軍慰安婦問題や南京事件と同じように国内の売国勢力たちが、画策応援しているのが実態で
す。彼らは日本を貶めることこそ正義と確信しているから始末に悪いのです。
　それでは如何にしてこういう現状を打開するか。それは、物事を正しく見て正しく認識できる人々を増やしていくしか
ないと考えます。まさに圧倒的な世論がこれを変えると思います。しかしインターネットが普及し覚醒した人 も々増えてき
たとは言いながら、大抵の人は無関心であるのが現状ではないでしょうか。小学校から平和教育に名を借りたイデオロ
ギー教育で戦争に対する忌避感を徹底的に植えつけられ、それが日本独特の穢れ思想と相俟って、世論調査でも他
国が侵略してきても戦う若者が外国の35%に対し12%だそうで、大半の若者は分からないという回答だそうです（城
西国際大学2012）。つまり都合が悪いことは考えたくないと思っているからです。古来から日本ではほとんどの歴史の
中で相争ってきた歴史ではなく天皇を中心とした和の歴史の中で生活してきました。それに対して外国では他民族を蹂
躙し、また蹂躙されるのが当たり前だった歴史とは全く正反対だったため日本人は思想的に侵略されるということに無
防備になっているためです。
　今世界ではグローバリズムに抵抗する人々が極右と呼ばれます。しかしこれもメディアのレッテル貼りによる印象操
作です。その証拠に彼等の代表に女性が多いのに気が付きませんでしょうか。それは彼等の生活空間に全く言語、宗教、
習慣が違った移民や外国人が溢れ旧来のコミュニティーを破壊されるかもしれないという女性の肌感覚の恐怖による
防衛本能なのではないでしょうか。幸いに日本では地政学的にも歴史的にもそういうリスクは少ないとは思いますが、
このままでは今の平和や繋栄がいつまで続くか分かりません。そのためには少しでもまともな独立国として我々の子や
孫に引継ぐことが我々の使命だと思います。
　我々は義を見てせざるは勇無きなりの信念のもと江藤淳のいう閉ざされた言語空間から左翼イデオロギーに支配さ
れた日本のメディア空間で、この番組がダムの蟻の一穴になることを願って活動をしています。あれほど強大に見えた
ベルリンの壁も大衆の一突きに脆くも崩れ去ってしまったではありませんか。我々は昨日より今日、今日より明日と少し
ずつでも覚醒者を増やしていけば将来の大河になると信じて日々活動しています。

木下  　修会社員
きの  した　　　　　おさむ
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した。その後すぐに番組に出ましたので、無知な私は無

我夢中で勇気だけで番組に参加したと今では思ってい

ます。

　その後たびたび番組に出させていただき、その度に

事前資料で一生懸命学んでゆく内に、日本の明治から

大正、昭和の時代は素晴らしく、そして雲海の様に偉人

を生み出し、日本や世界を股にかけて活躍する人達が

いたのです。

　私は日曜討論や、日本人講座で知りえた知識をまず

は我が社の社員、そして家族に話をして、一人でも多く

の人に日本の素晴らしさを伝えていきたいと思います。

　第１６次から１８次まで３年連

続、慰霊訪問団に参加しました。初参加の出発２０日前

に突然胃潰瘍を発病し２週間入院。退院の４日後から

の出発でしたので体力的に不安があったのでしたが

何とか乗り切ることが出来ました。初めての参加でした

ので訪問先の多さに頭の中の整理が追いつかないほ

どでした。１７次１８次と回を重ねるごとに、何と台湾の

人々の日本に対する熱い思いを肌身に感じることが出

来ましたが、我々日本人の台湾に対する知識のなさを

恥じ入るばかりでありました。初日に黄文雄先生による

歓迎晩餐会が台湾の政財界の長老の出席のもと、盛大

に行われました。大東亜戦争後の台湾人が国民党政権

による悲惨な出来事を拝聴するに、何と我々日本人の

無知を思い知らされました。そして、二日目、三日目、四

日目と行く先々の方々により心のこもった歓迎会を開い

ていただき、意見交換が楽しく過ぎていくのであります。

　さて、このような経験のもとで昨年（平成２８年）３回、

国益を守り 真実を語り 誠心を尽くすことに 休日なし

　早いもので『日曜討論』も間もなく15年目（平成29年 10月）を迎えようとしております。そこで

今回は、放送開始 14周年を記念して今まで出演にご協力して下さいました皆様のご感想やご意見

をご紹介させていただきました。

　「スタジオ日本 日曜討論」は毎週日曜日午前10時から12時 30分までのインターネット生放送

番組として配信しています。番組のURLは、http://touron.live です。または、インターネットで「ス

タジオ日本 日曜討論」と検索しますと番組ホームページよりご覧いただけます。

※肩書きは番組出演時のものを記載させていただきました。

　スタジオ日本日曜討論に出演

させていただき、自分の思いや感じた事を発表する機

会を与えていただき誠にありがとうございます。この番

組は、皆さんに自分の思いを伝えるよいチャンスを作っ

てくれます。また、毎回の放送で出演される皆さんが分

り易く話されるので、聞いていても楽しい時間を過ごせ

ます。

　私は慰霊訪問の旅で台湾に行って色んな事を知り、

大変感動しました。私が番組に出演した時に、その感動

をお伝え出来ましたのは本当に有難く、とても嬉しいこ

とでした。日曜討論番組に参加する機会を頂いて、それ

が機縁で台湾慰霊訪問団に参加するようになり、自分

自身、変わったと思います。有り難うございます。

　台湾の方 も々大勢で日曜討論を聞き、台湾の現状、

感想など、送ってくださいます。前回は台湾の林春牧様

などもFAXを送ってくださいました。

　日曜討論も１５年目を迎えられて、おめでとうござい

ます。これからもスタジオ日本日曜討論が長く長く続き

ます様に祈念しております。スタッフの皆さん、どうぞ頑

張ってください。

　　平成２７年に初めて日曜討

論に出させて頂きました。その前年は慰霊訪問の旅を

体験して天地がひっくり返った様な衝撃と感動を受けま

私を変えた日曜討論と
の出会い
㈱松俵建設　会長
松俵義博（まつだわらよしひろ）さん

一人でも多くの人に日本の
素晴らしさを伝えていきたい
㈱中部鋼材代表取締役社長
富原浩（とみはらひろし）さん

「老い学べば　即ち　
死して朽ちず」
筑紫野市議会議長
横尾秋洋（よこおあきひろ）さん
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ている｡日本自身の敵地攻撃武装･核ミサイル重武装

の大合唱が国民から澎湃として湧き起らない最大の原

因であろう｡

　共産党や擬装帰化人の多い民進党･社民党･自由党

は中･露･北鮮の工作員と言い得る日本破壊を狙う確

信犯売日政治屋の工作集団であろう｡旧民主党の元首

相2名の実母や実祖母が半島人で元党首の実両親が

半島人である｡また旧日本社会党党首･元衆院議長は

北鮮帰化人李高順であり､前社民党党首は韓国帰化

人趙春花である｡民進党現党首は戸籍を公表しない

が、何れも旧祖国や中共の日本破壊工作秘密命令を

帯びた擬装帰化工作員と考えれば彼らの心の祖国の

国益第1義の発言や行動が全て氷解する｡彼ら擬装帰

化売日工作員が日本政界の頂点にあったことに慄然

とする｡彼ら擬装帰化人はゾルゲ事件の売国奴尾崎秀

実の如く共産主義独裁国を心の祖国と崇め､｢毒牙｣を

隠した売日工作員であり､秘匿目的は中華人民共和国

日本族自治共和国[共産独裁国家]樹立で樹立阻害の

自由民主国日本の国防力を無力化し､中共の日本侵

略･占領を先導して皇統を廃滅する｡

　日本が敵地攻撃武装･核ミサイル重武装しない場合

は米国の衰退に伴い､中共支配の暴虐な独裁圧制下､

特に中共が捏造の｢南京大虐殺｣憎日歴史洗脳教育世

代の中共人に日本国民が通州事件や済南事件や新疆

ウィグル族やチベット族より遥かに凄惨な虐殺が必至と

なる｡百田尚樹氏著｢カエルの楽園｣の能天気蛙が｢カ

エルの地獄｣へ突落されるのである！

　中･露･北鮮の核ミサイルによる３発目の被爆防止の

唯一の保障･保証方法は護憲や国際力学無視の空理

空論･空想的平和妄信運動や非核専守防衛でなく敵地

攻撃の核ミサイルや無人兵器や迎撃兵器の配備と｢ス

パイ防止法制定･体制構築･徹底実施｣が日本国の生

存を保障･保証する｡

　日本は連合国特にGHQ(ﾆｭｰﾃﾞｨｰﾙ派＝社会主義者)

は日本の真の独立主権国家再起阻止に４大洗脳策謀

の①ｳｫー･ｷﾞﾙﾄ･ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(戦争責任100％

を日本に帰す戦争責罪贖罪洗脳計画)②極東国際軍

事裁判(東京裁判：事後法で裁判擬装の復讐ﾘﾝﾁ)③日

本国憲法(GHQ製日本国監理要綱)④旧教育基本法

(GH製日本国教育監理要綱)を強制してＮＨＫ､朝日新

聞､共同通信､岩波書店等代表ﾏｽｺﾐにGHQﾆｭｰﾃﾞｨｰﾙ

派＝社会主義検閲官を常駐させ､洗脳ｴｰｼﾞｪﾝﾄ化し､反

日･憎日思想を拡大再生産させ､日本国無力化･日本

人骨抜化を推進の結果､日本破壊の卑劣な売日日本

人や｢平和空想夢想･空理空論｣の国防無関心･無責任

･能天気な無日日本人が飼育･増殖され､跳梁跋扈して

今年１回と「日曜討論」に出演させていただきました。初

出演は小菅団長がコーディネーターでしたので助かり

ました。２時間半の長時間なのですが、あっという間に

時間が過ぎてしまいます。出演して一番感じることは、部

分的な知識があっても体系的につながった知識のなさ

に思い知らされます。日頃の勉強の仕方に問題があり

ます。「佐藤一斉の意思晩録」に「老い学べば　即ち　

死して朽ちず」のことばを励みに、日々自己研鑚に励み

たいと思っています。

　５月２５日の議会内の選挙が行われ、８年ぶりに議

長に帰り咲きしました。２度目の議長の任務を果たしな

がら、第１９次の慰霊訪問団にも参加させていただき、

英霊顕彰と台湾の方との交流に努めたいと思っていま

す。

　日本は強大な核ミサイル武装の中共･ロシア[以下中

･露]や中･露と同穴貉で中･露の闇経路での資金･技術

援助による核実験や日本の庭先へのミサイル発射で

『日本を米国より先に丸ごと焦土にする』と恫喝の北鮮

とに包囲され､同胞を拉致されて｢口先抗議｣の日本は

主権国家の体を成さない｡譬えれば機関銃武装の兇悪

強盗団[中･露･北鮮]に狙われた能天気で贅沢･放縦･

弛緩生活に耽溺の危うい住民[日本]の構図である｡

　中共･露国･北鮮･韓国が｢平和を愛する諸国民｣で

なく､GHQ製日本国憲法の前文『平和を愛する諸国民

の公正と信義に信頼して､われらの安全と生存を保持

しようと決意した』の虚構が立証され､第9条の致命的

欠陥･不当不適性が明確になり､GHQ製憲法の前文と

第9条だけの緊急改正が必須であるのに日本維新の

会以外の野党4党は｢戦争抑止法案｣を｢戦争法案｣と

嘘喧伝し､｢特定秘密保護法｣や｢組織犯罪処罰法改正

案｣[以下テロ準備罪法案]も治安維持法歪曲の嘘喧伝

で成立阻止へ暴走し､本来問題でない森友､加計事案

を問題化し､安倍政権打倒を執拗に策謀している。日本

の政治家であれば日本の安全保障を第1義･最優先し

て中･露･北鮮の核ミサイルの標的にされている脅威を

日本国民へ警鐘･警告すべき処､敢えて国民の目を逸ら

せ､洗脳･煽動して｢日本の核武装罪悪症候群｣を全国

に蔓延させて敵地攻撃武装･核ミサイル重武装を潰し

元・会社員、元・公益法人職員
吉田重治（よしだしげはる）さん

３発目の被爆国にならないために敵地
攻撃武装･核ミサイル重武装せよ！！日
本！　～擬装帰化売日政治屋と国防無
関心無日日本人が日本を滅ぼす
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ある教授が基本的知識が明らかに劣り論理的に破た

んし結果的に虐殺肯定者の大勝利となっています。

　この様な情けない状況である次第です。

　私はその事を福岡に帰郷した際に小菅氏にお会い

して話した際に話し、日曜討論で南京事件の明確な否

定根拠となる第一次史料である戦線後方記録映画『南

京』の完全版を放送させて頂きました。

東京とは違いかなりの関心を得た事もあり、福岡ではき

ちんとした歴史の事実を知りたいという皆様の気持ち

が感じられるものでした。

　こうした中でしっかりとした根拠を訴えようとする福

岡の姿勢に感銘を受けました。

　私はチャンネル桜等に時折出演していますが、昭和

13（1938）年2月20日公開、戦線後方記録映画『南

京』約70分を完全映像として流したことはありません。

　こうした重要な映画をノーカットで放映頂いた事は初

めてであり、感謝しております。

　残念ながら短期間で当初アップされていたユー

チューブから削除された事は残念でありますが、出演し

て良かったと思っております。

　福岡の真実への探求の意欲は今の東京には無く、積

極的に情報発信及び専門家などの話を聞くことで全体

的な啓蒙及び知識の向上につながり、今後とも継続的

に勉強会などを開いたり、情報発信を願っております。

　ニュースの沖縄基地問題、原発、選挙、安保法案、

憲法改正などについての「街角インタビュー」、街の

声はどちらもあるはずなのに、片側しかないことに気が

つきます。若い頃はニュースをよく見ていた私ですが、

情報の信憑性や公平性が信用できないとなると、これ

は大きな問題です。その意味で、スタジオ日本日曜討

論の果たす役割は大きい。

　先日「政権発足一年目の蔡英文總統－その展開と

可能性」に出演させていただきました。発足当時こそ

大きなニュースとなりましたが、この蔡英文總統が素

晴らしいのです。蔡英文總統は確固たる信念を持って、

「台湾人の台湾人による台湾人のための国づくり」に

邁進されていらっしゃいます。台湾も国民党による一つ

の中国化への勢力が強い中、台湾でもトップの学府を

卒業、アメリカやイギリスでも学んだトップエリート蔡

　

いる｡それら売国勢力が国防や憲法改正･スパイ防止

法制定の一大阻害要因である｡家族愛･郷土愛･祖国

愛の敵地攻撃武装･核ミサイル重武装の構築が焦眉の

急であり､効薬はGHQ製憲法の前文と第9条改正であ

るが処方が至難の技である。

　第9条への自衛隊の合憲位置付は実際的突破口に

なる。貧国北鮮が可能にした核ミサイル武装を質･量で

遥かに凌駕する核ミサイル重武装を日本の総力で可能

である！尤も最即効方法は原子力空母･原子力潜水艦

を含めて米国から購入し､日本技術での改良強化であ

るが｢スパイ天国日本｣では米国は極秘技術の塊を売

らない｡ 斯かる理由からも｢スパイ防止法制定･体制構

築･徹底実施｣が必須の所以である｡

　南京攻略80年の記念すべき年

のスタートである元旦に出演させて頂きありがとうござ

いました。地方でありながらこれだけしっかりとした情

報発信を継続的に行っている放送に驚きました。

　私自身は20年以上南京事件の研究を行っています

が、近年の風潮として東京では南京事件についてかな

りいい加減な事を主張する人物が台頭し始めており、

雑誌でもあからさまに間違っている事を主張し、批判が

集り、その後過ちが判明しても何ら訂正もせず、南京事

件に関する研究が実際のところグダグダな状態となっ

ています。

　そうした事もあってか平成27年（2015）10月には、

情けない事に中国が主張するところの皆殺し事件であ

る“南京大屠殺”が世界記憶遺産史料として登録が行

われました。

　大変情けない事に、外務省はこの登録について事前

に知っており対策としてフランスへ外務省担当者と共

に大学教授を送りましたが、説得力のある史料が提示

できずに、結局、南京大屠殺なる有りもしない“皆殺し事

件”が国際機関であるユニセフに登録されてしまいまし

た。

　これは明らかに南京事件に関する知識が乏しい担当

者や明白な反論や反証の提示が出来ない者たちによ

る結果と言えます。

　その一例としてBSフジにて登録の翌月11月に大虐

殺派（十数万人が被殺害数）、中間派（数万人）、否定派

（虐殺は無し）の3名の教授が討論した際に、否定者で

福岡の真実探求の意欲
に感銘
日中関係史研究家
松尾一郎（まつおいちろう）さん

主婦
久野貴子（ひさのたかこ）さん

子や孫の世代までも、日本
国の安泰が続くよう、でき
るだけの努力を誓います
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日本人が戦前まで守り続けてきた精
神、ものの考えかたを歴史を通して学
ばなければ後世に遺すことはできない

の考えかた等歴史を通して学ばなければ後世に遺すこ

とはできないと思った。あらためてこの「スタジオ日本

日曜討論番組」が休むことなく継続していることに感謝

の気持ちをもった。まずはこの番組をわずかな金額で

あっても支えなければならないと思った。

　この番組の討論を通して、台湾の近代教育の基礎が

日本時代につくられ最初のとっかかりをつくった６人の

日本人教師の功績を現地の方々は今も子供たちに語り

継いでいることを知り、台湾人の慈悲の心に深い感動

を覚える。日本の敗戦によって台湾が日本ではなくなり

国民党軍の支配のもと反日教育の場として芝山巌が利

用されたことがあったが、その後、民主化が進み芝山

巌学堂の後身となった士林国民小学校で開校百周年

記念祝賀式典の際、卒業生有志により六士先生の墓が

再建され今も毎年慰霊祭が執り行われているという。

　我が国では、戦後の占領政策のもと日教組と戦いな

がらも教育の実践にまさに命がけで取り組んできた先

輩教師の実情を最近知った。番組の参加を終えて、教

育の現場においても日本精神を取り戻す必要があるこ

とを強く考えさせられた。この番組に一人でも多くの

方々に参加していただき「誇りある国づくり運動」を共

に考えていく時間を共有できることを願う。

　四月に亡くなられた渡部昇一

先生の書かれた『知的生活の方法』は学生時代に読ま

せて戴いた。世界一といわれる個人蔵書をお持ちの渡

部先生の、サー・ウォルター・スコットのアボッツフォー

ド邸訪問記が印象的であったので読み返してみると、

それは正編の三年後に出た『続　知的生活の方法』に

書かれたものであった。それらを久しぶりに手に取る

と、最初から大変重要なことが書かれていた。

第一章“自分をごまかさない精神”の初めに、「知的正

直」が有り、坪内逍遥訳『ハムレット』が引用されている。

－「最後に、最も大切なる訓・・・己に対して忠実なれ、さ

すれば夜の昼に継ぐが如く、他人に対しても忠実なら

ん。」－

　渡部先生はこれを「個人の進歩と向上という立場か

ら『己に対して忠実なれ』という言葉を解釈してみたい

と思う。」とされ、ズルをしない将棋やあてずっぽうの英

文解釈を例に出され、英語にある「知的正直」の重要さ

を説かれる。

英文總統が、母国台湾民主化をやり通すと言うのは、

どんなにか頼もしいことでしょう。

　日本を取り巻く中国や両朝鮮、ことに中国の、世界

のトップになる野望のため手段を選ばないという傍若

無人な国家形成の、人間ながら目の前のものは何でも

食うという、目的達成の志はすごい。

　私は、日本の首相は安倍総理以外には考えられま

せん。断固とした決意のもと、蔡英文總統と手を携え、

この中国や両朝鮮の傍若無人な国家建設を、断固とし

て阻止してほしい。手段を選ばずです。

　そして、子や孫の世代までも、日本国の安泰が続く

よう、覚悟を決めた安倍総理の元で、私もできるだけ

の努力をすることを誓います。以上が日曜討論に出演

した感想です。

　一言付け加えます。

かつて日本のナンバースクールは、数々のエリートを

輩出、そのエリートたちはご自分の全英知を日本国に

捧げられました。日本国外交官の皆様、あなた方の

使命は、世界中に親日派知日派を増やすことです。

　かつてのエリートが私利私欲を捨て、自らを日本国

に捧げられたように、ご自分の使命を命がけで全うし、

この国難の時にご尽力ください。

　第１８次台湾親善友好慰霊訪問の旅に初めて参加

して、現地での実際に触れて私たち日本人は何をして

いるのだろうと強烈に思わされた。

　その後、３月の日曜討論番組を支える会主催の講演

会終了後、４月３０日の「スタジオ日本日曜討論番組」

に参加を勧められた。この日は、芝山公園「六士先生の

お墓、学務官僚遭難の碑、二二八和平紀念公園、解散

式」のテーマの基に番組が展開された。私は、普段はリ

スナーの立場であり、送られてきた資料に目を通す中、

歴史上出てくる偉人の名前や台湾の地名等の正しい

読み方など辞書や資料を確認することなどで必死で

あった。番組の２時間３０分という時間を出演者３人で

共有しながらあっという間に終えた。私は知っておくべ

きことすら知らないことが多く自分でも不甲斐無いと自

覚している。しかし、番組を終えていわゆる国益を守ると

いうことは日本人が戦前まで守り続けてきた精神、もの

高等学校教員
福田章枝（ふくだあきえ）さん

知識は少なくとも
団体職員
奈田明憲（なだあきのり）さん
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　スタジオ日本日曜討論は「国益を守り、真実を語り、

精神を尽くす」に共鳴する全国の愛国者が福岡より、

放送を続けて足掛け１５年となる。我が国及び近隣諸

国は勿論、影響が及ぼし合う諸外国の歴史、文化、

事件など多岐に亘る事柄を互いに知識を深める午前

十時からの二時間半の番組だ。観て聞いて出演して

本当に毎回「目から鱗」の時間だ。私も時々出演さ

せて戴いているがテーマに従って準備の勉強をするの

だが、これが後々知識をして非常に役立つ。見聞きす

るだけでも通常のマスコミ（新聞、ラジオ、テレビ）

情報ではなかなか知り得ない情報を手に入れる事が

できる。又、出演者同志や「スタジオ日本日曜討論

番組を支える会」では愛国者のお知り合いが大勢出

来、人生の生き方の指針となる。皆様、この番組を通

じて本当に日本を知り本物の日本人になり友となり、

行動して正しい日本の歴史を刻んで行こう。「世の人々

よ、誠は日本人の心だ。」誇りある日本の再生を！

　グローバル化とその背後にあ

る思想の問題点に関し１５年間、毎週議論を継続して

こられたその熱意と強い意思に敬意を表します。

　英国の EU 離脱をきっかけに米国のトランプ大統領

の誕生は、明らかに、それまでの流れとは異なる世界

の動きが始まった事を示しています。米国内での思考

の変化が正当なルーズベルト批判に結びつけば、大

東亜戦争の正しい評価と東京裁判史観の克服という

我々の願いが達成される見通しが出てきます。

　日曜討論への妨害工作も、海外の敵と戦後利得者

（反日日本人）の危機感を表していると思われます。

関係者の皆様の一層のご活躍に期待いたします。大

東亜戦争を戦われた先人への心からの敬意と哀悼の

誠を日本人全員で表す日が来ることを願います。

　「己に対して忠実なれ」「知的正直」、この二つを揃え

て一つの言葉で表現すれば、Nobility心の気高さ、高

潔なる精神ということになると思う。この精神は、生業は

何にせよ人間にとって最も重要な資質ではないだろう

か。これはまたラフカディオ・ハーンの愛した質朴さ、善

良さにもつながる心の持ち方だと思う。

今日、マスコミが持て囃す学者、著述家、ジャーナリス

ト、官僚に、己に対しての忠実さや知的正直さと欠くと感

ずる人物が目に付く。

　ド・セナンクールの、「世間とつき合っているとき、人は

自分の時代に生きるのだが、孤独のときはすべての時

代に生きるのです」という言葉がある。時流に乗った浮

薄な人事は、時代の変遷の中で儚く消えて行くであろう

し、たとえ世に出なくとも高貴なる精神は時代を超え、

人々の心の中に受け継がれて行くと思う。だからこそ、

現在まで歴史は続いてきたのであろう。

　知識は少ないながらも、日曜討論に出演させて戴い

ている一人として、この二つの心の持ち方を大切にし、

これからも精進して行きたいと思っている。

 

　ラジオ・テレビ共にわが国では唯一の公共放送の

NHK の凋落は目を覆うばかりだ。ニュースや情報の

正確性と迅速さばかりにして、取り上げるテーマや

NHK スタッフの仕草も言葉遣いまでもその劣化が目

立つ。以前のような品性が見られなくなった。民放共

にメディア全般の下劣さは呆れる。倫理観も低くマナー

も悪い。放送法に抵触すれすれの放送もある。民放の

経営は広告費などの宣伝料で成立しているのである程

度の品格の低さは仕方ない。しかし NHK は税金同様

に国民から半強制的に一律に視聴料を徴収して国会

の審査を受けている。

　特に平成２９年４月、番組編成大変革を断行した。

視聴率上昇最優先政策により NHK の品格は超下落。

アナウンサーは主役やゲスト同様に朝番組から駄洒落

を飛ばしたりして楽しんだり自己宣伝したり退職後の準

備をする者さえいる。思い上がりも甚だしい。国民を

愚弄している。此の時代に NHK に品性を求めるのは

時代遅れなのか？

どこまで堕ちる放送界
九州産業大学名誉教授
佐藤　甫（さとうはじめ）さん

我が国の真実知れば
胸張れる
元会社員
大山　猛（おおやまたけし）さん

日曜討論への妨害工作は
敵の危機感の表れだ
無職
舩津邦彦（ふなつくにひこ）さん
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　安倍一強に対し野党も党内反

主流派も打つ手無く、首相の我

田引水をなんとか証明して、その座から引きずり下そ

うとしているが、茶番劇にしか見えないと思うのは果た

して私だけか。ワイドショーも森友、加計両学園に首

相の便宜供与があったかのように連日報道、一体何

を考えているのか。一方で、憲法改正、国防とりわけ

北朝鮮の脅威については全くと言っていい程無視、寛

容である。このマスコミ体質は今後も続いて行くのかと

危惧している。そして、この体質に敢然と立ち向かって

いるのが、小菅代表率いるスタジオ日本であります。

　私は過去３回出演させて頂きましたが、初出演では

日台親善友好慰霊訪問団員としての訪台レポートでし

た。烏山頭ダムを建設した八田與一先生の顕彰碑に

献花させて頂いた際、この碑の存在を快く思わぬ輩が

いると説明がありましたが、その時は何気なく聞き流し

ました。まさかその１０年後に、銅像の首を切りとって

持ち去ってしまう事件が発生するとは。大きな衝撃を受

けました。しかも犯人は地元の議員との報道。中国か

ら化外の地と侮辱された台湾を地で行く野蛮行為では

ないか。しかし、台湾人は圧倒的に親日である。瞬く

間に補修して見せた。ただただ感動である。私はこの

素早い対応の陰には、約２０年に及ぶ小菅団長の台

湾への熱い思いが反映されているものと確信している。

　日曜討論の皆様、今日はいつ

も勉強させていただき感謝してお

ります。最近、素晴らしい本に出会いましたのでご紹

介申し上げます。マックス・フォン・シュラー著「アメ

リカが隠しておきたい日本の歴史」ハート出版

（1500 円＋税）です。海兵隊出身のアメリカ人が真

実を語っていて、日米二ヶ国語併記となっています。

以下は小生の見解。今の日本国憲法はマッカーサー

元帥が作成したものです。改正することなく後生大事

に７０年以上経過しているのは不思議というほかありま

せん。早急に憲法を改正して日本を護らなければなり

ません。

　この度出演させて頂きまして有

り難うございました。日華（台）親善友好慰霊訪問の

旅についての内容で、初の出演で大変戸惑い緊張さ

せられた一日でした。皆さん素人で２時間近い放送を

進行され感心させられました。

　私はあまり知識も無く内容の伴わない発言になって

しまいご迷惑をかけてしまったのではないかと思ってい

ます。場馴れしている人と人前で話す事が苦手な人と

の差が切実に表れました。そんな中で私の体験した事、

感じた事を率直に話す事ができました。

　台湾の旅は１８年も続いており、この事を広め続け

て行く事が我々の使命であると思っています。また機会

が有れば参加したいと思います。

日曜討論に２回出演するという機

会を与えられ感謝しております。１回目は昨年平成２８

年１２月２５日に台湾慰霊訪問に誘ってくださった横尾

先生と「第１８次台湾慰霊訪問の旅を終えて」という

テーマで出演させて頂きました。なんせ生放送のカメ

ラの前でトークをするなんて初めての経験で緊張しっ

放しでした。しかしコメンテーターの小菅団長に巧み

に誘導されて何とか付いて行けたというのが正直なと

ころです。２時間があっという間に過ぎた気がします。

産經新聞の今日の記事の中で自分が感心を持った記

事について感想を述べるところから入り、私にとって初

めての慰霊訪問の旅についての感想や体得したこと

を、行程を思い出しながら語ってゆくことに一生懸命

でした。本当に良い経験をさせて頂きありがたく思っ

ております。２回目の出演依頼があり、エッと思いな

がらもお引受けをして５月７日の放映に出演したので

すが、２回目だからと思ってなんとなく余裕を持って臨

んだつもりでしたが、やはり緊張するものです。後で

録画をみてみるとよくわかりました。日曜討論に出演し

たことで、自分自身成長していっているような気さえし

ます。相当多くの視聴者がいるスタジオ日本日曜討論

の重みを改めて感じた次第です。

体験した事、感じた事を
率直に話す事ができた
会社員
嶋田謙三（しまだけんぞう）さん

番組に出演したことで、
自分自身成長した
会社員
松永達始郎（まつながたつしろう）さん

ああ、八田與一先生顕彰碑
川崎町議会議員
櫻井英夫（さくらいひでお）さん

本のご紹介と私の考え
医師
若杉英之（わかすぎひでゆき）さん
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国益を守り 真実を語り 誠心を尽くすことに 休日なし

支える会の活動と実績
●FMラジオ番組「日曜討論」の誕生

　平成15年8月30日に福岡市南区高宮の女性センター

アミカスで「男女共同参画社会を考える」（日本会議福岡

時局部会主催）という講演会が開かれました。講師の伊藤

哲夫氏(日本政策研究センター所長)は「今、福岡市が制

定に向けて進めている『男女共同参画基本条例』は恐る

べき『白い革命』にほかならない」と喝破し、この条例の包

蔵する危険性を訴えました。

　この会場に聴衆として参加していた福岡コミュニティ放

送㈱の渕上高当氏は、その呼びかけに応じ番組を起ち上

げました。それが「FM-MiMi日曜討論」です。

　シリーズ「男女共同参画を考える」(コメンテーター：小

菅亥三郎、メインゲスト：山口敏昭氏)として、平成15年10

月5日から毎日曜日6回に亘って放送されましたが、西日

本新聞にも掲載され、その反響は数千件のパブリックコ

メントが福岡市に寄せられるひとつの契機となりました。

●「日曜討論番組を支える会」の設立

　反日的マスメディアが幅をきかすわが国にあって、国民

の立場から情報発信を行うことは画期的なことでした。平

成17年8月には番組のスポンサーとして「支える会」を設

立し、わが国の国益を守る立場から情報発信する橋頭堡

として、爾来14年間、放送主体の変更を伴いながらも、毎

日曜日に欠かすことなく放送を継続してまいりました。

　また、毎年秋季に「定期総会・記念講演会・懇親会」や

春季に「特別講演会・新会員歓迎会」を開催して、会員相

互の親睦を深めるとともに、情報交換を行っている。

●産經新聞に意見広告を掲載

　平成24年夏の福岡市中国公務員4千人採用問題では、

「支える会」として産經新聞に意見広告を掲載し、特集番

組を放送して広範な市民の支持を得て、計画の撤回を勝

ち取ることができました。

●インターネット生放送番組「日曜討論」に進化

　平成22年11月、「日曜討論」番組はFM放送局の廃局

という試練に直面しました。しかし、これを機にインター

ネット（ユーストリーム）による放送を開始。アーカイブで

の視聴も可能となり、世界中どこからでも、いつでも番組を

視聴することができるようになりました。放送内容を収録し

たアーカイブは、真正保守の立場から重要な資料、真実

の情報を視聴できるメディアライブラリー「番組図書館」と

して注目を集めました。平成28年11月20日の時点で、

チャンネル登録者数2,323人、総視聴回数472,448回

（1日平均604回）に達しました。

●特別報道番組を配信

　平成23年8月21日の「スタジオ日本日曜討論番組を

支える会　定期総会・講演会」を「特別報道番組」の第1

弾として、アーカイブ配信しています。

　スタジオ日本では、私たちが国民の皆様に是非知って

欲しいと願っているテーマの講演内容を取材し、広く世に

発信しています。今日のマスコミやメディアでは決して報道
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されることのない催しを、インターネットを利用して世界中

に配信してまいります。明日の日本人である私たちの子孫

のために「誇りある国づくり運動」のメディア部門の一環と

して、日曜討論と同様、この番組も大いにご視聴ください。

●日本人講座の開設

　平成26年4月、日本人講座が開講しました。どんな組織

運営にも“コア”の部分の建設は欠かせません。日本人講

座の主眼は私たち日本人が見失った「日本」を再発掘す

ることであり、今を生きる日本人の務めとして、過去の日本

人を甦らせ、その甦った日本人を通して、現在の日本のあ

り方を問い直して行くことです。明治人の視座獲得に心血

を注いでこそ「戦後からの脱却」が図れます。

　｢日本人講座｣は「スタジオ日本日曜討論」に出演して

いただき、言論戦の領域で行動を起こしてもらうための準

備講座です。まさにこの講座は「日曜討論番組」を担って

いただく伴走者育成のための師範講座です。

●「産經新聞社西部本部と語る会」の実施

　産經新聞は平成21年、九州・山口エリアでの現地印

刷・本格発行を開始しましたが、「支える会」では「産經新

聞を応援する会」との共催で、平成26年より毎年夏季に

「産經新聞社西部本部と語る会」を開催、真正保守のマス

メディアとして産經新聞を応援するとともに、意見交換を

行っています。

●Youtubeアカウント停止、独自ドメインでのアーカイ

ブ配信を開始

　平成26年10月1日からユーチューブで日曜討論番組

の動画を公開してまいりましたが、平成29年1月12日、突

如として「アカウント停止」の状態となり、生放送はもちろん

日曜討論番組323本、特別報道番組49本の合計372本

にも上るすべてのアーカイブが視聴できなくなりました。

　アカウント復活に向けユーチュブ側にも事の次第を問

いただしましたが、要領を得ず、うやむやとしか思えない

対応で、問題解決に向けた進展はありませんでした。

　思うに今回の放送停止の背景には、南京攻略80年を

記念し、今年元旦に放送した「南京大虐殺がなかった」こ

とを裏付ける決定的記録映画「戦線後方記録映画『南

京』」（東宝映画文化部制作）の番組内での放送（世界初

公開）が考えられます。中共の息のかかった何者かによる

妨害活動としか断じ得ません。日本を悪者にし、貶める情

報戦、歴史戦にわれわれは決して負ける訳にはまいりませ

ん。

　現在、別アカウントにて生放送のみユーチューブで放

送を継続し、アーカイブは新たに独自ドメインを取得し配

信しております。また、番組ホームページもこれを機にス

マートフォンやタブレットでも視聴しやすいようにHPのリ

ニューアルを行いました。またFacebookでの番組告知を

はじめとするインターネットでの広報活動にも注力してお

ります。

　今後とも戦後閉ざされて久しい言語空間を国民の側に

奪還するため、「誇りある国づくり運動」のメディア部門とし

て、全力を尽くしますので皆様のご支援をお願い致します。
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　平成28年9月3日（土）「スタジオ

日本日曜討論番組を支える会」の

第10回定期総会・記念講演会・懇

親会が福岡市中央区のテルラホー

ルで開催され、78名の特別会員

（法人・個人）や正会員、番組会員の

参加がありました。今回、はじめての

試みとして、総会に先立ち、「顧問・

相談役・世話人会」が天神テルラ６

階の花万葉で開催され９名の役員

の皆様に参集いただきました。大変

お忙しい中、北九州の西川京子氏

（前衆議院議員、「支える会顧問」）

にも駆けつけて頂き、番組の運営方

針や今後の会の活動につき役員の

皆様でご確認いただくことができま

した。

　定期総会では世話人の吉田重治

氏の開会のあいさつの後、世話人

を代表して小菅亥三郎があいさつ

に立ち、ラジオの放送番組として始

まった「日曜討論」が今ではインター

ネットで世界中で何時でも視聴でき

るようになった経緯と、無償で出演し

てくださる人の輪「日本人講座」が

構築された旨報告があった。続いて、

小菅亥三郎代表世話人が全会一致

で議長に選任され議事を進行、世

話人の津留毅氏が平成27年度活

動報告、また、同じく世話人の原田

泰宏氏が平成28年度活動計画発

表、満場一致の拍手により全ての議

事が承認されました。また、役員選

任では、新たに富原浩氏（(株)中部

鋼材 代表取締役）と高島照彦氏

（(株)リライエステート　代表取締

役社長）のお二人が顧問に、また、

柴崎一郎氏（岩屋城史の会 代表主

宰）と髙橋幸久氏（建設会社勤務）

のお二人が世話人に就任した旨報

告がありました。

　続く記念講演会では、施 光恒 先

生（九州大学大学院准教授）による

「英語化は愚民化―日本の国力が

地に落ちる」と題する講演が行われ

ました。先生は小学校で急進的な英

語重視の教育改革が進められてい

ることを取り上げられ、この政策が

グローバル化の名のもとに、海外の

企業や投資家などからの経済的な

観点による提言をもとに進められて

いる政策であり、実は「国家百年の

計」ともいわれる教育的な観点から

の改革ではないことを資料をもとに

説明されて行かれた。そして、ノーベ

ル賞の授賞者などからも分かるよう

に、母語の力、日本語の持つ特性が

かえって日本の独創性や想像力、ま

た道徳心などにもつながっているこ

とを指摘された。そして、世界はイギ

リスのEU離脱問題やアメリカのト

ランプ候補の出現ように行き過ぎだ

グローバル化が見直されつつあり、

日本も「グローバル化」とは違う、理

念の発信こそ求められていると述べ

られて講演を終えられた。

　講演会終了後には、施 光恒先生

をお囲みして、年中無休で頑張って

おられるコメンテーターやスタッフ

の労をねぎらい、恒例の懇親会が和

やかな雰囲気の中、盛大に行なわ

れました。なお、総会・記念講演会の

模様は特別報道番組として番組

ホームページのアーカイブでご覧い

ただけます。（touron.live）

『スタジオ日本 日曜討論番組を支える会』

定期総会・記念講演会・懇親会第10回
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　去る3月4日、「スタジオ日本

　日曜討論番組を支える会　平成

28年度　特別講演会・新会員歓

迎会」が福岡市中央区渡辺通りの

テルラホールにおいて、盛大に開

催された。第一部の特別講演会で

は、元駐ウクライナ兼モルドバ大

使の馬渕睦夫先生にご登壇いただ

き、約1時間半のご講演をいただ

いた。先生は、講演冒頭、ご自身

の生まれた昭和21年の世代が児

童数の一番少ない世代であること

に触れられ、「自分は戦後の食糧

難の時代に幸いにも生き残ったも

のだ。私は英霊のご加護を信じて

いる。これは科学的実証どうこう

という話ではなく、信じるか信じ

ないかだ。私たちは英霊のご加護

だと認識した時に、われわれの世

界観、人間観というものは一変す

るのです。経済成長が思ったよう

にいかないとも言われています

が、安倍総理に靖国神社にお参り

いただければ日本の経済は必ず取

り戻せると私は信じております」

と述べられた。

　その後、トランプ大統領の選挙

戦や就任後の様子を振り返りなが

ら、2月10日のトランプ大統領と

安倍首相のアメリカでの初の首脳

会談のことに触れられた。ご自身

が駐キューバ大使を務められた折

に、ペルー日本大使公邸人質事件

の対応のお礼で、橋本龍太郎元首

相がカストロ議長を訪問した際の

都合8時間に及ぶ会談に終始同席

された時の事を振り返りながら、

今回の首脳会談での一番の成果

は、安倍首相とトランプ大統領が

親密な関係を構築したことであ

る。安倍首相は世界のリーダーな

のです。世界で不測の事態が起こ

った際に「晋三はどう思うか？」

と、トランプ大統領から電話がか

かってくることになるであろうと

述べられた。この後、先生はアメ

リカを牛耳るユダヤ人金融資本家

たちと、トランプ大統領の今後の

政策に対する考察を、豊富な外交

経験と見識から分析された。馬渕

睦夫先生の講演会の模様を収録し

た動画は、「支える会」HPに

「特別報道番組」としてアーカイ

ブで掲載しておりますので、是非

ご視聴ください。

　続いて馬渕睦夫先生もご参加に

なり、新会員歓迎会がおこなわれ

た。本会顧問で衆議院議員の鬼木

誠氏には大変多忙の中、おいで頂

き、祝辞を頂いた。今年度は新し

く会員となられた方々のうち7名

の方（当日入会3名を含む）がご

参加された。新会員の紹介や近況

の報告など、会員相互の親睦が大

いに深められた会合となった。

『スタジオ日本 日曜討論番組を支える会』

特別講演会・新会員歓迎会第３回
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１　スポンサーなしで番組を継続させている
２　謝礼無しで出演の連鎖を維持している
３　出演者をはじめとする広範な支援者の資金負担で
　　独自のスタジオを起ち上げ放送を継続させている

ご支援ありがとうございます。

（03）3476-5611
〒153－0042
東京都目黒区青葉台3-10-1
青葉台上毛ビル601

誇りある国づくりへ
国民の力を！

日本会議経済人同志会
（092）721-0100
〒810-0001
福岡市中央区天神1-3-38
天神121ビル13階

(専)ライセンスカレッジ
（0949）22-3520
〒822-0007
福岡県直方市下境1147-2

(医)香月内科医院

内　科福岡県知事認可  専修学校

（0944）88-3515
〒831－0033
福岡県大川市幡保98-7

㈱関家具

（0948）42-1033
〒820-0205
福岡県嘉麻市岩崎1554-10

松俵建設㈱
（075）257-1805
〒604-8136
京都市中京区梅忠町三条通烏丸東入ル
中井ビル2階

教育研究会未来

家族の強化・家庭の復活 家具製造・販売総合建設業

（092）714-4341
〒810-0001
福岡市中央区天神1-3-38
天神121ビル13階

九 栄 会

九州不動産専門学院グループ
同窓会

（0948）42-6660
〒820-0203
福岡県嘉麻市平607-1

光志興産㈲

不動産取引

（092）282-5115
〒812－0018
福岡市博多区住吉1-6-9

 賃貸管理・住宅販売・ビル事業企画

㈱リライエステート

（092）451-8243
〒812－0013
福岡市博多区博多駅東2-8-22
よしみビル３階

 賃貸物件・マンション

アミティエカンパニー ㈲
（098）938-1318
〒904-0012
沖縄県沖縄市室川2-6-7

㈱中部鋼材

鉄鋼材、一般建築資材

（092）737-0703
〒810-0022
福岡市中央区薬院2-3-10
ディアマンテ薬院(地下鉄薬院大通り駅2階）

㈱ジャスト・イン・タイム

福岡の賃貸物件、賃貸管理
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シリーズ紹介
日曜討論放送のあゆみ

本篇第106弾　全6回
平成28年7月31日～9月4日

第1回　正当防衛だった大東亜戦争

第2回　政権中枢を蚕食する左翼思想

第3回　国家主義・ナショナリズムこそが国民を幸せにする

第4回　歴史の命運を握る諜報と防諜

第5回　世界戦略を持っていた有色人種の国、日本

第6回 平成の国体構築こそが、日本を救う

津留毅 / 三瀬博己・永濱浩之・大山猛 / 中実柚菜 / なし

津留毅 / 木下修・石川秀久・後藤武司 / 中実柚菜 / なし

津留毅 / 富原浩・木村秀人 / 中実柚菜 / なし

原田泰宏 / 矢ケ部大輔・安倍輝彦・久米要三郎 / 中実柚菜 / なし

津留毅 / 平尾文洋・髙橋幸久・田中道夫 / 中実柚菜 / なし

津留毅 / 木村秀人・奈田明憲・三瀬博己 / 中実柚菜 / なし

平成28年7月31日放送

平成28年8月7日放送

平成28年8月14日放送

平成28年8月21日放送

平成28年8月28日放送

平成28年9月4日放送

〈シリーズ〉

※ 出演者は　コメンテーター／ゲスト／パーソナリティ／アシスタント　の順で表記した。　※ 敬称略。

　皆さん、来年は、何の年か知っていますか？平成29年は、西暦

では2017年ですが、100年前におこった大事件を思い出して下

さい。大正6年、1917年、時は欧州大戦の真直中で、当時の常識

を覆す大事件が起こりました。それまでは、イメージの世界でしか

語られなかった「平等社会」、いわゆる共産主義の社会が、現実

に権力実体（国家）として登場したのです。これが後年いわれる

「ロシア革命」です。当時のインテリと称される人達は、この衝撃

を幸いなこととして好意的に受け止めました。何よりも米国がこと

のほか、いわゆる「革命」の成就に情熱をかけました。これはジョ

ン・リードの著作にもあるように熱狂的とすら言えるものでした。し

かし、世界の大部分が好感をもって受け止めた訳ではありません。そもそも、こうした暴力革命という手段で政

権を奪取し、反対する人を国内外問わず抹殺していくような政府が近世の社会に一体あったでしょうか？ 未

開の地ならともかく、近代ヨーロッパの一角にかくなる方法で建国された国ほど、多くの人に不安を与えたもの

はありませんでした。歴史が証明しているように、いわゆる「労働者の祖国」は、僅か79年で自壊しました。これ

を冷戦を戦った自由主義陣営の勝利と見なす人もいますが、実際は、反「民主｣、反「自由｣、反「人権｣をうたい

文句にした独裁国家、人工国家が辿った避けがたい末路だったのです。

　建国以来2676年の悠久の歴史を持つわが国は、太古の昔から、民主、自由、人権が公にされ、和を以て貴

しとなす国民国家です。こうして考えると、人工的な理屈と虚偽と詐術にまみれたプロパガンダによってしか求

心力を持ちえない擬制国家ほど、わが国の歴史、伝統、文化とほど遠いものはありません。来年のロシア革命

100年を祝う人は皆無に近いと思います。歴史はここに正気を取り戻したのです。しかし、再び変種がうぶ声を

あげないように、ロシア革命に続く諸般の事例の矛盾点をあげながら、このシリーズを放送させていただきま

す。

『ロシア革命100年を問う』

演説するレーニン。1917 年、ロシアでは一連の
革命の結果、帝政から臨時政府期を経て世界初の
社会主義政権が誕生した。爾来一世紀にもわたる
壮大な共産主義の社会実験は、幾何かの残滓を残
しつつそのほぼ全てが破綻･崩壊した。
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本篇第107弾　全6回
平成28年9月11日～9月16日

第1回　日本語の特徴と日本人の脳の働き（その1） 

第2回　日本語の特徴と日本人の脳の働き（その2） 

第3回　美しい日本語

第4回　日本人をつくる童謡、唱歌

第5回　日本人の心の心情を映し出す美しい言葉、大和言葉

第6回　日本人の心を美しい日本語で表した和歌を詠む

原田泰宏 / 大山猛・岡田敏江・田口俊哉 / 中実柚菜 / なし

原田泰宏 / 関文彦・矢ヶ部大輔・三瀬博己 / 中実柚菜 / なし

原田泰宏 / 安倍輝彦・岩重誠・久野貴子 / 中実柚菜 / なし

小菅亥三郎 / 岡田敏江・平尾文洋・木下修 / 中実柚菜 / なし

津留毅 / 奈田明憲・久米要三郎・髙橋幸久 / 中実柚菜 / なし

木村秀人 / 富原浩・永濱浩之・久野貴子 / 中実柚菜 / なし

平成28年9月11日放送

平成28年9月18日放送

平成28年9月25日放送

平成28年10月2日放送

平成28年10月9日放送

平成28年10月16日放送

〈シリーズ〉

※ 出演者は　コメンテーター／ゲスト／パーソナリティ／アシスタント　の順で表記した。　※ 敬称略。

　人類は有史以前から力による支配を繰り返してきました。先の

世界的な戦争を経て力による抑え込みと軍事大国のバランスに

より、何とか和平を実現したかに見えましたが、近年、大国間の力

のアンバランス、諸民族のテロの拡大となり、再び全世界的に和

平のバランスが崩れてきています。

　このような時代に、神話の時代から数千年に亙り、大きな和を

もって、営 と々平和な国を築いてきた日本。その日本を育んできた

「日本人とは何か」を振り返ることは、日本人としておおいに意義

があることではないでしょうか。では、大きな和を実現してきた日

本人、その日本人が持つ心情はいったいどこからきているので

しょうか。日本人は虫の音を愛でる心情を持ち合わせています

が、西洋人には虫の音は雑音としてしか聞こえないそうです。そも

そも脳は、左脳と右脳でその機能処理分担をしているということがわかっています。ある研究によると、日本人と

西洋人では脳の処理に違いがあると言われています。日本人は左脳での処理が優位で、西欧人は右脳での処

理が優位となるそうです。日本人と西欧人の脳処理の違いは脳自体の優劣ではなく、脳に「選別スイッチ機

構」があり、自動的にこれらの音を切替える働きをするそうです。その働きには、母語のもつ母音が大きな役割

を持ち、日本語はその母音に特徴を持つといわれています。

　つまり、日本人独特の心情、情動をつかさどる脳においては、日本人固有の特色があり、それは、日本語に

よって作られるのです。日本人の場合は、理性的なものと感情的な人間の声すべてと自然界の音とが一緒に

なったものが、いわゆる「日本人の心」と解釈されています。では、日本人独特の心情、情動を作る日本語は、何

からつくられるのでしょうか。言葉は、そこの土地に住む人間が、その土地の自然環境を感じ取り、音として発音

してきたものが、意思疎通の言語として発達したものであることから、日本語は日本の自然環境によりつくられ

たということができるのではないでしょうか。このシリーズでは、日本人そのものといえる日本語、ならびにこれ

に関連する事項について討論し、伝統的な本来の日本人を取り戻すために、現代の日本人が大事にすべきこ

とを、視聴者の皆様と考えていきたいと思います。

『日本人の心をつくる日本語を探る』

和歌は、日本に古くから伝わる詩の形式で、五・七・
五・七・七といったリズムをもった短い叙情詩です。
身分や位に関係なく、恋や日常生活に関わる歌な
ど、作者の自由な感情が表現されている。万葉集
や古今集、また幕末の志士や特攻隊の歌など、時
空を超えて感動を伝える。
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本篇第108弾　全6回
平成28年10月30日～12月11日

第1回　「明治」という国家～国体の構築

第2回　「憲法」と「国体」

第3回　悠久なる皇室

第4回　「皇室」の論点(1)憲法と皇室典範の欠陥

第5回　「皇室」の論点(2)安定した皇位継承のために

第6回　日本人講座について

木村秀人 / 大山猛・高橋幸久・安倍輝彦 / 中実柚菜 / なし

木下修 / 永濱浩之・石川秀久 / 中実柚菜 / なし

木下修 / 三瀬博己・奈田明憲・齊藤梅子 / 中実柚菜 / なし

木下修 / 安倍輝彦・奈田明憲 / 中実柚菜 / なし

津留毅 / 平尾文洋・柴崎一郎・久野貴子 / 中実柚菜 / なし

原田泰宏 / 奈田明憲・永濱浩之 / 中実柚菜 / なし

平成28年10月30日放送

平成28年11月6日放送

平成28年11月13日放送

平成28年11月20日放送

平成28年12月4日放送

平成28年12月11日放送

〈シリーズ〉

※ 出演者は　コメンテーター／ゲスト／パーソナリティ／アシスタント　の順で表記した。　※ 敬称略。

　昭和64年(1989)、日本国民は何とも重たい空気の中にいまし
た。今上陛下の天皇としてのスタートはここから始まります。あの
大喪の礼は、国体としての祭祀ではなく、間違いなく政体の国威
発揚でした。今上天皇が、今回お言葉の中で、あえて大喪の礼に
触れられたのは、現在の象徴天皇制が都合よく政体にゆがめら
れている現実を目の当たりにされたからではないでしょうか。
　日本という国家は、世界的にも珍しい統治形態が連綿と続きま
す。それは俗にいう「天皇制」ではありません。まず「国体」があっ
て、「政体」が時々の権力を行使しますが、形式上は絶対に国体を
上位に置く不文律です。国体と政体の綱引きも連綿と続いてきま
した。明治維新後、その装丁は西洋の成文法をとりながらも、国体
の発露として憲法が制定されました。大日本帝國憲法は国体の実相を反映し、国体の在り様を成文化した条
章です。国体に政体の一部を取り込みました。しかし、続く現在の憲法は、国体を政体に「幽閉」しました。大東
亜戦争で想像以上の抵抗を示した日本の力の源泉を国体であると見たマッカーサーは、国体を占領政策上
廃止できないが、幽閉できれば利用しうると考えたのです。つまり国体を｢人質として拉致した」のです。GHQ解
散後も時の政体を通じて国体は利用され続けてきました。それを皇太子時代を通じ、肌で感じてこられた今上
陛下が、昭和天皇以上に慰霊の巡幸を続けられ、国体の維持に努めてこられたのは、昭和天皇の御遺言だっ
たのではないでしょうか。大東亜戦争のわが国の責任は、国内的には時の政体にあります。昭和天皇が、国体
と政体の関係を切り離し本来の姿に戻そうと御努力されたと考えるのはあながち間違いではないでしょう。世
界戦略上、民族自決・アジア解放という偉大な功績を残したとはいえ、国内的には敗戦を余儀なくされた原因
の一部に、国体が政体に取り込まれた国家体制にあると気づかれたのではないでしょうか。占領下では、切り
離す代わりに幽閉されることを認めざるを得ませんでした。条件付ながら、政体のコントロール下に国体を置く
ということでもあります。親子二代にわたる執念の悲願こそ、わが国本来の国体と政体の分離された国家の在
り様への復帰だったのではないでしょうか。
　言うまでもなく、天皇のなすことはお言葉でも再三述べられていたように、「国家、国民の安寧を祈願するこ
と」だけです。しかしながら、この当たり前のことが政体では絶対になしえないことである以上、天皇がやらねば
誰がやるのでしょうか。この「安国」こそ建国の精神なのです。国体とは、その核を天皇とする臣民による一大家
族共同体なる国の在り方で、それは政体の歪みを正すとてつもない力を待っています。
　今回のシリーズでは、先の「天皇陛下のお言葉」から国体を発揚する大日本帝國憲法と国を失くす占領憲
法(占領基本法)及び新旧皇室典範を対比しながら、｢国体｣と｢政体」についてコメンテーターの皆様に語って
いただき、先人の智を学び、日本人を掘り起こしていきたいと思います。

『日本人を掘り起こす』

象徴としてのお務めについて、お言葉を述べられ
る天皇陛下（平成28年 8月 8日）
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本篇第109弾　全6回
平成29年1月8日～2月12日

第1回　ビジネス用語に惑わされてはいけない～経済を観察する上での基本的視野

第2回　物価と景気、経済政策、政府の役割

第3回　人的資本の考え方～賢い国民が強い国家を作る

第4回　税と社会保障～福祉偏重主義で愚者が利する

第5回　財政の硬直化～財政再建こそが国家をよみがえらせる

第6回　グローバリゼーションは悪か？正しい国際協調こそが悪を駆逐する

三瀬博巳 / 久野貴子・大山猛・久米要三朗 / 中実柚菜 / なし

三瀬博巳 / 田口俊哉 / 中実柚菜 / なし

津留毅 / 奈田明憲・野間修・後藤武司 / 中実柚菜 / なし

三瀬博巳 / 原田泰宏・柴崎一郎 / 中実柚菜 / なし

三瀬博巳 / 平尾文洋・永濱浩之・木村秀人 / 中実柚菜 / なし

三瀬博巳 / 木下修・田中道夫 / 中実柚菜 / なし

平成29年1月8日放送

平成29年1月15日放送

平成29年1月22日放送

平成29年1月29日放送

平成29年2月5日放送

平成29年2月12日放送

〈シリーズ〉

※ 出演者は　コメンテーター／ゲスト／パーソナリティ／アシスタント　の順で表記した。　※ 敬称略。

　経済の知識は何もビジネス用語の記憶量で測られるものでは

ありません。経済は｢お金儲け｣の話しであるかのように思われが

ちですが、実際に経済を分析するための学問である経済学はお

金儲けの方法を教えるものではありません。経済学とは国民が幸

せになるにはどうすればよいかを考える学問です。「お金儲け」は

国民や企業の幸せのひとつにすぎません。現代経済学は数学を

援用して議論が展開されるため、社会科学の中で最も科学的な

学問とされています。それゆえに、物理や化学と同様に前提条件

や仮定、時間視野などがどうなっているかを無視して議論したな

ら、テレビに出ている経済評論家と呼ばれる一群の人達のように

結論が見えてこなくなります。時間視野が長期か短期かで結論は正反対になりますし、対象が個人か、国民か

でも議論は混乱します。例えば、一軒家の家事の時には走って逃げることが最適行動です。しかし、学校での火

災時に走って逃げると出口が混雑してしまい、多くの焼死者を出します。そのため、歩いて非難するのが最適戦

略となります。ミクロ概念とマクロ概念では真逆の結論が出るのです。「火災時の非難方法として最適な逃げ方

は何ですか？」といった簡単な質問の仕方では、答える人の想定が違えば全く違う答えが導かれます。これを

分かりづらい経済現象で同じようなことをすれば、口喧嘩が盛り上がり、テレビ的には面白くなります。また、政

治家が、長期的には損することであっても、短期的には得に見えるような、耳障りがよく心地のよい朝四暮三的

政策を国民に提示し、問題の先送りをして国民を騙す姿も同様です。

　国民は悪しき政治家に騙されないために、経済の知識が必要です。次世代の幸福も自分の幸せと感じるこ

とが出来る人は、本来長期的政策を提言する政党に投票しなければなりません。ちょっとした視点の切り替えが

できないばかりに、選挙前になると現政権のあげ足を取り、実現不可能な財源の担保のない耳障りのよい政策

を放言する政党などに投票してしまっては、将来の厚生を失ってしまいかねません。経済状況は常に一定では

ありません。状況を整理するためにも最低限の知識は必要です。火災時の非難方法のように、自分の最適行動

を誤ってしまわないためにも経済の知識を少しだけ持ち合わせられるようにしたいものです。

　今回のシリーズでは、経済学の側面から様々な問題についてリスナーの皆様と考えて参りたいと思います。

『経済の知識が国民を賢くし国家を強くする』

内閣改造後、記者会見に臨む安倍首相（８月３日）。
第３次安倍政権の新内閣は、最優先課題とする経
済再生に向け、デフレ脱却に再び本腰を入れられ
るかが焦点となる。
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本篇第110弾　全6回
平成29年2月19日～3月26日

第1回　日本の原子力は何が問題で、これからどうしたらよいか

第2回　原子力の正常化を考える

第3回　原子力発電所の安全対策を考える ～ 原子力再稼働に向けて

第4回　原子力は成長産業 ～ 世界の原子力の動向

第5回　将来のエネルギー政策 ～ 核燃料サイクルについて

第6回　高レベル放射性廃棄物処分について考える

井上政典 / 澤田哲生・杉山憲一郎 / 中実柚菜 / なし

井上政典 / 宮健三・飯島一敬 / 中実柚菜 / なし

井上政典 / 奈良林直 / 中実柚菜 / なし

井上政典 / 黒田雄二・石井孝明 / 中実柚菜 / なし

井上政典 / 河田東海夫・早野睦彦 / 中実柚菜 / なし

井上政典 / 坪谷隆夫・出光一哉 / 中実柚菜 / なし

平成29年2月19日放送

平成29年2月26日放送

平成29年3月5日放送

平成29年3月12日放送

平成29年3月19日放送

平成29年3月26日放送

〈シリーズ〉

※ 出演者は　コメンテーター／ゲスト／パーソナリティ／アシスタント　の順で表記した。　※ 敬称略。

　東日本大震災が起こるまで、わが国では原子力発電が如何に

開発され、私たち国民はどれほど活用し恩恵を受けてきたことで

しょうか。ところが、平成23年3月11日の大震災と津波による福島

第一原発の事故により、原子力を取り巻く状況が一変しました。当

時の民主党政権で執り行われた政策、原子力規制委員会の介

入が日本の原子力、エネルギー政策を窮地に追い込みました。

その結果、多くの国民は様々な“誤解”を抱き、反原発の動きへと

操られていっているのです。

　福島第一原発の事故後、全国の原子力発電所の停止により、

化石燃料調達のため巨額の国富が国外に流出し、国民と産業界

は電気料金の値上げによって大きな損失を強いられています。し

かし、経済性や地球温暖化防止の観点からも、原子力発電なしに

はわが国は立ち行かない現実を直視しなければなりません。事故後6年を迎えるにあたっても、現在稼動中の

原子炉はいまだ3基であり、経済産業省の目標とする原子力比率20～22％とは程遠い状況にあり、申請中の

26基の適合審査で審査済みの原子炉は7基にすぎません。全ての審査がいつ終わるのか、全体計画が示さ

れない状況を一体異常といわず何と表現したらいいでしょうか。

　現在の原子力発電の昏迷が、産業に悪影響を与え、国民負担を増大させている現状を思えば、政府は不退

転の覚悟であらゆる手段を尽くし、再稼動を促進すべきであり、原子力規制委員会も適合性審査を加速すべき

ではないでしょうか。また、エネルギー資源の乏しいわが国のエネルギー安全保障にとって、使用済み核燃料

からプルトニウムを取り出し再利用する核燃料サイクルの確立と、消費した以上の燃料を生み出す高速増殖

炉の実用化ほど、長期的なエネルギー戦略を構築する上で重要な課題はありません。

　今回のシリーズでは、福島第一原発の事故以降、巷に渦巻く原子力にまつわる“誤解”について取り上げ、

“世界一厳しい規制”といわれる規制基準の内容がどのようなものであるか、それに基づく原子力発電所でと

られている安全対策、防災対策、今後のエネルギー問題、また「トイレのないマンション」と揶揄される最終処

分場問題等について解説していただきます。

『原子力発電に関する正しい知識と活用が日本を豊かにする』

このシリーズでは原子力国民会議の皆様のご協力
を得て、第一線で活躍される著名な技術者や研究
者の方々に議論に参加いただき、原子力発電につ
いて、科学的側面から論じ、福島事故以降、巷に
渦巻く“誤解”を分かりやすく解説していただき
ました。また改めて原子力発電の必要性について
考えるとともに、不毛な原発反対の“空気”を変
えるきっかけになりました。



放送のあゆみ（平成28年7月～平成29年7月）インターネット生放送
touron.live

アーカイブ（過去の放送内容）
touron.live

21
放送のあゆみ　touron.live

本篇第111弾　全6回
平成29年4月2日～5月7日

柴崎一郎 / 嶋田謙三・永濱浩之 / 中実柚菜 / 池田裕二

原田泰宏 / 富原浩一朗 / 中実柚菜 / 池田裕二

木村秀人 / 松俵義博・富原浩・湯下雅俊 / 中実柚菜 / 池田裕二

原田泰宏 / 横尾秋洋・沼田真清 / 中実柚菜 / 池田裕二

大山猛 / 田中道夫・福田章枝 / 中実柚菜 / 池田裕二

小菅亥三郎 / 松永達始郎・冨田昇一 / 中実柚菜 / 池田裕二

平成29年4月2日放送

平成29年4月9日放送

平成29年4月16日放送

平成29年4月23日放送

平成29年4月30日放送

平成29年5月7日放送

第1回
　

第2回　

第3回　

第4回　

第5回　芝山公園、二二八和平紀念公園、解散式

第6回　日台の魂の交流 ～ 第18次台湾慰霊訪問の旅を終えて

〈シリーズ〉

※ 出演者は　コメンテーター／ゲスト／パーソナリティ／アシスタント　の順で表記した。　※ 敬称略。

　平成11年から開始された「海の彼方のニッポンを訪ねて」の

旅も第18次を数えるまでになりました。今日では(1)大東亜戦争

で散華された台湾人同胞3万3千余柱の英霊顕彰と慰霊祭参

列、(2)領台時代の魂を継承する現地台湾人との家族交流・兄弟

交流、(3)御祭神他が日本統治時代に淵源を有するところへの参

拝や訪問、(4)中華民國外交部をはじめとする各地の公的機関他

への表敬訪問という4つの目的をもつまでに至り、日台の交流事

業として国際的に認知されるまでになりました。第18次台湾慰霊

訪問の旅は、11月22日(火)から26日(土)までの4泊5日の日程

で50名が参加されました。今回の大きな特徴は、(1)蔡英文新総

統の指導のもと、いま台湾は大きく生まれ変わろうとしており、我が国で言えば、維新元年のような状況の最中に

訪問できたこと、(2)本年は孫文生誕150年という記念すべき年であったこと、(3)大東亜戦争を戦い、元台南

衛戍病院入院経験者でもある沼田岩夫氏(かぞえ98歳)、元警察官の根之木昭憲氏、台湾軍司令官本間雅晴

中将の縁戚の本間潤子氏をはじめ全国各地からの参加に沖縄支部3人の合流を含め過去最大50人の参加

で、年齢、動機や使命感で多様性溢れる訪問団を編成できたこと、(4)別動隊を編成し、予定旅程では訪問で

きない重要関係先への訪問が可能になったこと等が挙げられます。又、今回は桃園市の「海明禅寺」や台南市

の「成功大学」も旅程(初)に組み込み、画期的な旅となりました。

　今回のシリーズでは、第18次訪問団の参加者や支援者の皆様にご登場いただき、動画や写真、現地メディ

アのテレビ番組やニュース、新聞報道等を交えながら日台の交流事業として国際的に認知されるようになっ

た日華(台)親善友好慰霊訪問団の台湾での活動を紹介しながら日本と台湾とのこれからの関係、慰霊訪問

団の果たす役割等を考えて参りたいと思います。

『台湾維新元年／孫文生誕150年～
原台湾人元日本兵軍人軍属英霊顕彰の旅』

昭和天皇（裕仁皇太子）お手植えのガジュマルの
前で記念撮影する第 18 次台湾慰霊訪問団の団員。
（成功大学にて）

出発式、海明禅寺・富田直亮将軍墓所、中華民國外交部表敬訪問、
黄文雄先生による歓迎夕食会

昭和天皇御手植え榕樹、原台湾歩兵第二連隊本部・兵舎跡、原台南衛戍病院、海尾朝皇宮、
鎮安堂飛虎将軍廟、東龍宮、台湾支部長 黄・葉ご夫妻による歓迎夕食会

保安堂、八田與一紀念館、殉工碑、ダム湖畔散策、八田與一・外代樹ご夫妻墓所、
八田與一紀念公園、富安宮、台湾台日海交会による歓迎夕食会

日本人墓地慰霊式、原台湾人元日本兵軍人軍属戦没者大慰霊祭、台中国家歌劇院、
王春茂・憑英鳳ご夫妻交歓昼食会、濟化宮(台湾の靖國神社)、訪問団慰労会
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本篇第112弾　全6回
平成29年5月14日～6月18日

第1回　司法改革と転換期の正義

第2回　党産清算と年金改革

第3回　経済再生と南進政策

第4回　台中関係のリセット

第5回　南シナ海の問題と台米関係

第6回　日米安保から日台米同盟へ

柴崎一郎 / 久野貴子・田口俊哉・柳原憲一 / 中実柚菜 / 茅野輝章

木村秀人 / 安部輝彦・田中道夫・柳原憲一 / 中実柚菜 / なし

木下修 / 奈田明憲・平尾文洋・柳原憲一 / 中実柚菜 / なし

大山猛 / 永濱浩之・柳原憲一 / 中実柚菜 / なし

小菅亥三郎 / 高橋幸久・久米要三郎・柳原憲一 / 中実柚菜 / なし

木下修 / 安部輝彦・柳原憲一 / 中実柚菜 / なし

平成29年5月14日放送

平成29年5月21日放送

平成29年5月28日放送

平成29年6月4日放送

平成29年6月11日放送

平成29年6月18日放送

〈シリーズ〉

※ 出演者は　コメンテーター／ゲスト／パーソナリティ／アシスタント　の順で表記した。　※ 敬称略。

　昨年5月、台湾史上初めての女性指導者として蔡英文総統が
就任しました。蔡英文氏によって「台湾人の台湾人による台湾人
のための国づくり」はいよいよ本番を迎えます。その手腕に世界も
注目し、6月には「彼女は中華圏で唯一の民主主義国家を率いる
かもしれない」という言葉とともに、米誌「TIME」の表紙を飾るま
でになりました。
　さて昨年12月、蔡英文総統は第45代米国大統領に就任予定
のトランプ氏と電話会談を行い、外交分野で大きな成果を残しま
した。「一つの中国」受け入れを求める中国の圧力で外交的孤立
を深めていただけに北京にとっては手痛い反撃となった筈です。
　台湾の民主化の起点は、蒋經國が「時代は変わり、環境は変わ
り、潮の流れも変わった」と語り、戒厳令解除や政治活動、報道の
解禁を決意した1986年にあります。その後、台湾で初めての直
接投票で李登輝総統が選ばれて以来、台湾の民主主義はどんどん成熟し、現在では、世界で最も自由に発言
し行動できる国のひとつになりました。台湾の重要性は、その内部に抱える歴史と深く結びついています。台湾
は日清戦争で清国が敗北した結果、日本に割譲されました。後年、清王朝は孫文の辛亥革命によって倒され
中華民國が建国されましたが、その間台湾は日本統治を経験しました。しかし、大東亜戦争の敗戦により日本
が台湾を放棄せざるをえなくなってからは、国共内戦に敗れた蒋介石率いる中國國民党の大陸反攻拠点とな
りました。それは中国共産党にとってみれば台湾は「未完成の国家統一」の最後の地域であることを意味しまし
た。しかし、台湾は統一されませんでした。冷戦による米国の介入や白団に代表される日本の軍事顧問団の活
躍があったからです。21世紀の今日に至るも前世紀の遺物である国共内戦や東西冷戦の構図に縛り続けら
れている台湾ですが、現在その全体像を変えかねないような事態に直面しています。それは台湾アイデンティ
ティの極大化であるのです。「台湾は中国の一部ではない」と考える人がすでに人口の6割を超え、その結果、
自らの国家を求める台湾ナショナリズムはかつてないほどに高まってきました。しかし、中国による「一つの中
国」という強力な縛りと中国経済による実利的結びつきとの間で蔡政権は苦しい舵取りを迫られています。
　この状況を打開するのは、「太陽花運動（ひまわり運動）」の主体となった強固な台湾アイデンティティを持
ち、中国が祖国であるとは夢にも思わない「天然独」（生れながらの台湾独立派）と呼ばれる若者たちかもしれ
ません。彼らの動向がこれからの台湾政治の焦点になっていくのではないでしょうか。
　6回に亙る今回のシリーズでは、政権発足一年目を迎え、内外厳しい試練に直面している蔡英文総統の台
湾について様々な視点から、その展開と可能性について視聴者の皆様と考えて参りたいと思います。

『政権発足一年目の蔡英文總統 ～ その展開と可能性』

台湾史上初めての女性指導者として就任した蔡英
文総統。番組ではその政権発足一年目を迎え、内
外の厳しい試練に直面している蔡英文総統の台湾
について、様々な視点から、その展開と可能性に
ついて探った。
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本篇第113弾　全6回
平成29年7月2日～7月30日

第1回　戦国乱世の九州の武将たち

第2回　高橋紹運 ～ 玉砕・岩屋城の戦い

第3回　武士の名誉 ～ なぜ紹運は岩屋城で戦ったのか

第4回　高橋紹運に見る「和」と「まこと｣

第5回　高橋紹運の「武士道」の確立

第6回　歪んだ人権教育で消された郷土の武士

柴崎一郎 / 木村秀人・福田章枝・田中道夫 / 中実柚菜 / なし

柴崎一郎 / 木下修・井手良明 / 中実柚菜 / なし

木下修 / 大山猛・奈田明憲 / 中実柚菜 / なし

柴崎一郎 / 井手良明・廣瀬知晴・田口俊哉 / 中実柚菜 / なし

柴崎一郎 / 富原浩・井手良明 / 中実柚菜 / なし

高橋幸久 / 久野貴子・今嶋泰之・柴崎一郎 / 中実柚菜 / なし

平成29年7月2日放送

平成29年7月9日放送

平成29年7月16日放送

平成29年7月23日放送

平成29年7月30日放送

平成29年8月6日放送

〈シリーズ〉

※ 出演者は　コメンテーター／ゲスト／パーソナリティ／アシスタント　の順で表記した。　※ 敬称略。

　｢あなたの故郷は、どんな故郷ですか？｣「その故郷には、どん
な歴史がありますか？」「その故郷では、どんな方が尊敬されてい
ますか？」「その故郷では、どんなことが大切にされ誇りとされて
いますか？」皆様はこのような質問をされて困ったことはありませ
んか。今日のわが国・日本ではこの質問にまともに答えられない
からと、このことが嘲笑やトラブルに発展することは考え難いで
す。しかし、欧州ではこのことで商談や契約を断られ、以後は信用
されず、まともに付き合ってくれないことがあると聞きました。
　冒頭の「故郷」を「国」に置き換えてみて下さい。誰しにも判る道
理が浮かびます。『自分の国や郷土を大切にしているなら、これら
の事は学び身に付け即答できて当たり前で、答えられないのは大
切にしていない証拠。このような己の国・郷土を大切にしないもの
は、家族を見捨て自分さえ助かればよいという卑怯者で頭から信
用できない。このような者には、他国や他郷の者との約束は死んでも守る事など出来ない。だから相手にしない
し、約束もしない。』よく考えてみると欧州の方に道理があり、当然の対応だということを教わりました。わが国・
日本にもかつては同じ道理が生きていました。この普通の道理が欧州では生きていて、日本では無くなりかけ
ている卑近な事象ではないかと思います。
　今日のわが国がこの体たらくに陥った大きな原因の一つに厚生労働省の行政指導があります。一例を挙げ
れば、「個人情報保護法」を楯にとり、企業の人事担当者の面接時の留意点として「故郷（すなわち出身地や実
家や国籍）を尋ねてはいけない」「価値感（すなわち尊敬する人物や愛読書や購読新聞）に関心を示してはい
けない」「共同体（すなわち家族や兄弟や親族や姻戚関係や隣近所のこと）を問うてはいけない」などの指導
です。かくなる事情で、一世代前のわが国に生きていた同じ道理が廃れていったのです。歪んだ「人権教育」の
名のもとに家族や故郷という認識のみならず、共同体そのものの解体がひそかに進められていっているので
す。かくなる状況を放置し続ければ故郷は無くなります。かつては、多数の人々が冒頭の質問に即答出来たの
みならず、大切な家族や郷土を守るためにその面目をかけて、逍遥と死しわが国を守り抜いてくれました。そこ
で登場したのが「岩屋城シリーズ」です。この放送を通して、これからの国づくりの一環として「郷土を愛する心」
を考えて参りたいと思います。

『郷土から消された歴史 ～ 玉砕・岩屋城の戦い』

天正 14 年（1586）、大友氏家臣、高橋紹運は島
津北上を前に麾下 763 名の将士と共に玉砕を覚悟
し、太宰府四王寺山中腹の岩屋城に籠り迎え撃つ。
岩屋城の戦いは、わが国の戦国史において最も苛
烈な激戦といわれ、秀吉の天下統一に深い関りを
もっている。
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特　別　番　組

周年篇 第11弾 平成28年11月27日放送

施光恒先生に聞く　脱グローバル化時代の
日本の針路～まっとうな国づくりへの回帰

出演者：木村秀人／施光恒・津留毅／中実柚菜／なし

　今年、この30年くらいにわたる「グローバル化」問題に対する2つの象徴的な出来事が起こりました。6月英

国のEUからの離脱が国論を二分して決定し、11月アメリカ大統領選挙でトランプ氏が大方の予想を裏切っ

て選ばれたことです。いずれも民意の反映であり、グローバル化、ボーダーレス化、新自由主義、規制緩和等々

何か進歩的なイメージを放ってきた諸政策にストップをかけるものです。

　これは他人ごとではありません。我が国では「公用語の英語化」という大問題が進行中です。これは外国語学

習という教育的観点からではなく、経済活動のグローバル化というビジネス的観点からの要請なのです。そし

て小学校ではもう英語授業がはじまりました。これは授業科目が一つ増えたというような問題ではありません。

日本という国家の存立にかかわる大問題なのです。

　本日は、英国のEU離脱、トランプ次期大統領の登場を受け、我が国の脱グローバル化問題を九州大学大

学院比較社会文化研究院准教授、法学博士の施光恒先生に語っていただきたいと思います。

特別篇 第29弾 平成28年10月23日放送

まちづくり問題／朝鮮人強制連行を喧伝
する国際交流広場と無窮花堂諸問題

出演者：川口武壽 / 日隈精二・藤浦誠一 / 中実柚菜 / 小菅亥三郎

　飯塚霊園では毎年秋になると、その一角で静寂を破る催しが行われます。霊園内左奥に設けられている「国

際交流広場」に近隣の市町村の首長らが招かれ、朝鮮人強制連行犠牲者慰霊祭が行われるのです。「国際交

流広場」内に設けられた「無窮花堂」の前で、朝鮮の民族衣装をまとった女性が舞を奉納し、無念の内に筑豊

の炭鉱などで犠牲になった同胞の霊を慰めるというものです。この施設が主張するものは朝鮮人を純朴で哀

れな犠牲者、日本人を強欲で無慈悲な権力者というものです。これらに対し、戦前、戦中の筑豊及び炭鉱に実

体験を持つ飯塚市在住、「住みよい筑豊の会」代表佐谷正幸氏をはじめ、多くの地域住民が「無窮花の会」（現

　NPO法人無窮花の会）の主張に疑問を呈していました。

　筑豊地域の住民により結成された「国際交流広場の正常化を求める会」が、飯塚市長、市議会に陳情書を

提出するとともに、数度に亘り飯塚市に「国際交流広場」に関する情報を求めたところ、施設そのもの及び内容

について多くの問題点が明らかになってきました。

　陳情書を受けて、飯塚市議会に於いても藤浦誠一市議が数度に亘って「国際交流広場」の問題点を指摘し

市側の見解と今後の対処に付いて意見を求めました。飯塚市も「NPO法人無窮花の会」へ碑文等の訂正を求

めていますが、回答らしいものは今日に至るまで届いていません。炭鉱の事故などで殉職した人たちを慰霊する

施設で有ればだれも異論を挟まないでしょう。しかし、これらの施設の実態はその理想とは大きくかけ離れた、

一方的に日本の名誉を貶め、日本人に贖罪意識を植え付けようとするものです。

　今回の飯塚市の情報公開により従軍慰安婦問題と同様、朝鮮人強制連行もそれを喧伝している側に多くの

問題が存在している事が明らかになってきました。
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特　別　番　組

年末年始篇 第23弾 平成28年12月25日放送

第18次台湾慰霊訪問の旅を終えて

出演者：小菅亥三郎／横尾秋洋・松永達始郎／中実柚菜／なし

　第18次訪問団の旅は、11月22日(火)から26日(土)までの4泊5日の日程で50名が参加されました。今回の

大きな特徴は、(1)蔡英文新総統の指導のもと、いま台湾は大きく生まれ変わろうとしており、我が国で言えば、維

新元年のような状況の最中に訪問できたこと、(2)本年は孫文生誕150年という記念すべき年であったこと、

(3)大東亜戦争を戦い、元台南衛戍病院入院経験者でもある沼田岩夫氏(かぞえ98歳)、元警察官の根之木昭

憲氏、台湾軍司令官本間雅晴中将の縁戚の本間潤子氏をはじめ全国各地からの参加に沖縄支部3人の合流

を含め過去最大50人の参加で、年齢、動機や使命感で多様性溢れる訪問団を編成できたこと、(4)別動隊を

編成し、予定旅程では訪問できない重要関係先への訪問が可能になったこと等が挙げられます。又、今回は桃

園市の「海明禅寺」や台南市の「成功大学」も旅程(初)に組み込み、画期的な旅となりました。今回の放送では、

現地メディアのテレビ番組やニュース、新聞報道、写真等を交えながら日台の魂の交流事業として国際的に認

知されるまでになった日華(台)親善友好慰霊訪問団の台湾での活動等を紹介しながら、これまでの18次に亘

る慰霊訪問の旅について、また平成20年に慰霊団結成20周年を迎えるにあたって、日本と台湾とのこれから

の関係、慰霊訪問団の果たす役割等を考えて参りたいと思います。

年末年始篇 第22弾 平成28年12月18日放送

平成28年を振り返って

出演者：大山猛／三瀬博巳・田口俊哉・安倍輝彦／中実柚菜／なし

　年末の企画として、今年平成28年を振り返り、主なニュース

の中から良いものも悪いものも冷静に取り上げ、論評を加えていきたいと思います。じっくり考えて意見を述べる

ことも大切ですが、次から次に眼前に現出する事象に対し、一瞬のうちに判断を下し、その寸評をやってのける

力こそが実生活で必要とされる力です。

　情報の発生主体を特定し、なぜこの時期にこのニュースが流されたかを考えることも重要です。行為を判断

する時、その動機が公心（おおやけごころ）か私心（わたくしごころ）かを見極めることも忘れてはなりません。ま

たその事象が国史に沿い、国体に適い、国益に資するか否かの観点も大切です。しかし私たち日本人にとって

不可欠なのは、天皇陛下の御心の履践か背反かに思いを馳せることではないでしょうか。

　「はじめ良ければ全て良し」と言われますが、「終わり良ければ全て良し」とも言われます。要するに私たちはス

タートとエンドを「キメル」ことで精神を安定させ、人生を軌道にのせていく様にできているのです。また社会生

活を営んでいる私たちの内面を規定する要素には育ち(躾)、教育、環境等様々なものがありますが、意外と軽視

されるものが気分です。そして最も爆発的なエネルギーを内蔵し持続させていく要素も気分です。

　今回は1年間のさまざまなニュースを時系列的に取り上げ、リスナーの皆様と討論し、「気分よく」年末を締め

くくっていきたいと思います。
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特　別　番　組

周年篇 第12弾 平成29年6月25日放送

黄文雄先生に聞く　「一つの中国」の挫折と
グローバリズムの否定

出演者：木下修／黄文雄／中実柚菜／五郎丸浩

　日華(台)親善友好慰霊訪問団では、台湾への理解を深め日台両国の友好関係を強固なものにする目的で、

平成15年より毎年台湾問題に関する講演会を開催して参りました。

　平成24年の第10回目より、講演会の後、隣接する会場で講師の先生をお囲みしての交流会という形に変更

しましたが、この形式が今日ではすっかり定着して参りました。また黄文雄先生は、今年で連続13年の講演とな

りました。南京攻略80年の今年は、6月18日(日)にソラリア西鉄ホテル(福岡市中央区)を会場に「第15回台湾

特別講演会」が開催されました。第一部では、黄文雄先生（文明史家/和漢両棲ノンフィクション作家）を講師に

『「一つの中国」の否定とグローバリズムの挫折』と題して基調講演を、また第二部では、『強力な台湾アイデン

ティティを持つ天然独』のタイトルで、黄文雄先生、施光恒先生（九州大学大学院准教授）、柳原憲一先生（西

日本台湾学友会元会長）によるパネルディスカッションが行なわれました。

　今回は改めて黄文雄先生に(1)日米中台それぞれ違う「一つの中国」の解釈、(2)核心的利益としての「一つ

の中国」をやめる漢人と非漢人の思惑、(3)「中国は多ければ多いほど好い」という声も、(4)グローバリズム挫

折後の日米と中印露との行方を読む、(5)日米露とEUとの関係はこれからどうなる、(6)陸から海に出る中国の

限界と米中の「G2関係」、(7)台湾と中国との力学関係が魅力VS暴力の時、(8)日米と台湾との経済、国防関係

の変化を読む、(9)台湾と日本はどう価値観の変化に対応するのか、(10)文化、文明と一元化VS多元化との対

立の行方を追う、の10の項目についてお話を伺い、講演会にご参加出来なかった皆様とともに、今後わが国は

台湾との関係をいかに構築すべきかを考えて参りたいと思います。

年末年始篇 第24弾 平成29年1月1日放送

戦線後方記録映画「南京」を語る

出演者：小菅亥三郎／松尾一郎／中実柚菜／なし

　私たちは南京戦をふりかえる時、それに先立つこと4ヶ月前の8月13日から10月26日まで75日間にわたっ

て戦われた第二次上海事変を説明しなければなりません。しかし、この事変を語ろうとすれば、7月29日に発生

した通州事件を忘れるわけにはいきません。また通州事件まで見ようとすれば、同月7日の盧溝橋事件は避けて

通れない問題となります。これらはいずれも支那側から仕掛けられたもので、わが国をトコトン疲弊させるため

に長期戦の泥沼に引きずり込むための謀略戦であったことは、今日ではすでに明らかになっています。歴史は

原因と結果の織りなす業として可能な限り公正に把えるまなざしが必要です。

　今回公開された「南京」は、陥落の翌日である昭和12年12月14日昼から昭和13年1月上旬までの間の南

京城内外を撮影したもので、東宝映画文化部によって制作された戦線後方記録映画です。東京裁判で主張さ

れているような事件があったとされる期間の南京の、陥落直後から復興までの間のすべてが網羅されている歴

史的記録フィルムです。まさに鉄證如山(鉄のように固く、山のように動かし難い証拠)として、帝國陸軍によるい

わゆる「南京大虐殺」が全くの作り話であり、ウソであることを物語っています。

　今年は、南京攻略80年の記念すべき年です。今回は正月特別番組として、『戦線後方記録映画「南京」』をご

覧いただき、失われていたこの記録映画を発見され、オリジナル完全版として完成された松尾一郎氏に、完成

までの経緯やご苦労話を交え、南京問題についてお話を伺いたいと思います。
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放送のあゆみ（平成15年10月～平成29年7月）touron.live

『男女共同参画を考える』本篇1（H15.10.5～
11.9全6回）
『歴史教育を考える』本篇2（H15.11.16～
12.21全6回）
『台湾前総統李登輝先生とお会いして』年末年
始篇1

『日曜討論を振り返って』年末年始篇2
『日本の建国を考える』本篇3（H16.1.11～
2.15全6回）
『海の彼方のニッポン“台湾”を訪ねて』本篇4
（H16.2.22～3.28全6回）
『日本の国境線を考える』本篇5（H16.4.4～
5.9全6回）
『近くて遠い国・韓国』本篇6（H16.5.16～
6.20全6回）
『社会の幸福』本篇7（H16.6.27、H17.2.20
～3.27全6回）
『活躍する自衛隊』本篇8（H16.7.4～8.8全6
回）
『愛は家庭から』本篇9（H16.8.15～9.19全6
回）
『真の日中友好を考える①（日中再考～似て非
なる隣人）』周年篇1
『靖國神社』本篇10（H16.10.3～11.7全6回）
『軍隊体験』本篇11（H16.11.14～12.19全6
回）
『慰霊は日台の魂の交流』年末年始篇3

『台湾からのメッセージ』年末年始篇4
『家族の絆』本篇12（H17.1.9～2.20全6回）
『時事問題／竹島問題を考える』特別篇1
『中学歴史教科書』本篇13（H17.4.3～5.8全
6回）
『日本の誇り自衛隊』本篇14（H17.5.15～
6.27全6回）
『時事問題／"百人斬り"は冤罪だ』特別篇2
『真の日中友好を考える②（反日中国に如何に
対応すべきか）』周年篇2
『子どもは授かりもの』本篇15（H17.7.10～
8.14全6回）
『英霊顕彰』本篇16（H17.8.21～9.25全6回）
『昭和天皇御巡幸』本篇17（H17.10.2～11.6
全6回）

『今こそ実行、日本の教育改革』本篇18
（H17.11.13～12.25全6回）
『教育問題／ゆとり教育を問い直す』特別篇3

『平成18年日本の課題を展望する』年末年始
篇5
『海の彼方のニッポン"台湾"を訪ねて～慰霊は
日台の魂の交流』年末年始篇6
『北朝鮮拉致問題』本篇19（H18.1.15～2.19
全5回）
『時事問題／皇位継承と皇室典範改定』特別篇
4
『日本の安全保障』本篇20（H18.2.26～3.26
全5回）
『古高取』本篇21（H18.4.2～5.7全6回）
『次代の担い手・大学生』本篇22（H18.5.14
～6.18全6回）
『幸せな結婚』本篇23（H18.6.25～7.30全6
回）
『首相の靖國参拝』本篇24（H18.8.6～27全4
回）
『私たちの国民保護法』本篇25（H18.9.3～24
全4回）
『台中問題／ようこそ、第8次日華(台)親善友好
慰霊訪問団へ』特別篇5
『まちづくり問題／よりよい福岡市づくりを』特別
篇6
『韓国最新レポート』本篇26（H18.10.15～
11.19全6回）
『満州事変・支那事変は侵略ではない』本篇27
（H18.11.26～12.31全6回）

『海の彼方のニッポン"台湾"を訪ねて～台湾防
衛は英霊との約束』年末年始篇7
『日韓併合を検証する』本篇28（H19.1.14～
4.1全12回）
『日本のこころ～歌の玉手箱』本篇29
（H19.4.8～5.13全6回）
『国境の島・対馬を守れ』本篇30（H19.5.20
～6.24全5回）
『真の日中友好を考える③ （増大する覇権主義
中国の軍事的脅威に日台は如何に対応すべき
か）』周年篇3
『元寇と博多』本篇31（H19.7.1～8.12全6
回）
『くにづくり問題／世界一日本に自信と誇りを』
特別篇7
『安倍政権の成果を検証する』本篇32
（H19.8.19～9.23全6回）

放送のあゆみ
スタジオ日本日曜討論

アーカイブ

11月13日
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『明日の日本を担う大学生』本篇 3 3
（H19.9.30～11.11全6回）
『時事問題／沖縄戦集団自決の真相と教科書
検定』特別篇8
『時事問題／沖縄戦集団自決は軍命令ではな
い①』特別篇9
『時事問題／沖縄戦集団自決は軍命令ではな
い②』特別篇10
『時事問題／教科書問題と沖縄県民の総意』特
別篇11
『時事問題／中国の工作から沖縄を守れ』特別
篇12
『今上天皇の大御心』本篇34（H19.12.16～
H20.1.19全6回）

『福田政権下の危険な政治課題』本篇35
（H20.1.27～3.2全6回）
『台湾に慰霊の真心を尽して』本篇36
（H20.3.9～4.13全6回）
『環境問題への疑問』本篇37（H20.4.20～
5.25全6回）
『新教育基本法のめざすもの』本篇38
（H20.6.1～7.6全6回）
『となりの国、中華人民共和国をよく知ろう』本
篇39（H20.7.13～8.24全6回）
『時事問題／天皇陛下御即位20年奉祝を全国
各地で！』特別篇13
『日本人と中国人はこれほども違う』本篇40
（H20.8.31～10.5全6回）
『今上天皇の御跡をお偲びして』本篇41
（H20.10.12～11.9全5回）
『時事問題／田母神論文と村山談話』特別篇
14
『日韓の歴史認識を考える』本篇 4 2
（H20.11.23～12.28全6回）

『頑張ろう、日本。遠藤宣彦衆議院議員に聞く』
年末年始篇8
『日本は侵略国家であったのか』本篇43
（H21.1.11～2.15全6回）
『日台魂の絆・十年』本篇44（H21.2.22～
3.29全6回）
『私たちの領土は私たちで守ろう』本篇45
（H21.4.5～5.10全6回）
『国の安全・食の安全・身の安全』本篇46
（H21.5.17～6.21全6回）
『北朝鮮の核兵器にいかに対抗するか』本篇
47（H21.6.28～8.2全6回）

『日韓併合100年を考える』本篇48（H21.8.9
～9.27全6回）
『軍人墓地の管理は国の責任である』周年篇4
『まちづくり問題／歌と町おこし～故郷（ふるさ
と）を歌う』特別篇15
『時事問題／永住外国人地方参政権は実現さ
せてはならない』特別篇16
『福岡城と陸軍』周年篇5
『日韓歴史問題の争点』本篇49（H21.10.18
～11.22全6回）
『心に留めたい日本の歴史・日本人①』本篇50
（H21.11.29～H22.1.17全6回）
『時事問題／ちょっとまって！夫婦別姓』特別篇
17

『日台魂の交流に触れて』年末年始篇9
『心に留めたい日本の歴史・日本人②』本篇51
（H22.1.24～31全2回）
『永住外国人地方参政権は百害あって一利な
し』本篇52（H22.2.7～28全4回）
『英霊顕彰と日台魂の絆』本篇53（H22.3.7～
4.11全6回）
『日本に移民は必要か』本篇54（H22.4.18～
5.23全6回）
『「古高取」と「京陶工」』本篇55（H22.5.30～
7.4全6回）
『日本の子供たちの未来を守るために』本篇56
（H22.7.11～8.15全6回）
『民主党の危険な政策、法案』本篇57
（H22.8.22～9.26全6回）
『民主党の危険な政策、法案（続編）』本篇58
（H22.10.3～11.7全6回）
『中国は日本を敵と見ている事を忘れてはなら
ない』本篇59（H22.11.14～12.26全7回）

『韓半島の情勢と大学生による日韓交流秘話
～日韓連携で拉致問題の解決を目指して』年
末年始篇10
『今思いおこす日本人の気概』本篇60
（H23.1.9～2.13全6回）
『歴史の争点』本篇61（H23.2.20～3.27全6
回）
『実録台湾～これが真実の姿』本篇62
（H23.4.3～5.8全6回）
『沖縄戦集団自決最高裁判決は禍根を残す』
本篇63（H23.5.15～29、6.12～26全6回）
『黄文雄先生　日本、中国の文化・政治・歴史
を語る』周年篇6

  9月30日

10月14日

11月18日

11月25日

12月  2日

12月  9日

12月16日

平成20年（2008）
  1月27日

  3月  9日

  4月20日

  6月  1日

  7月13日

  7月27日

  8月31日

10月12日

11月16日

11月23日

平成21年（2009）
  1月  4日

  1月11日

  2月22日

  4月  5日

  5月17日

  6月28日

  8月  9日

  8月23日
  9月  6日

10月  4日

10月11日
10月18日

11月29日

12月13日

平成22年（2010）
  1月  3日
  1月24日

  2月  7日

  3月  7日

  4月18日

  5月30日

  7月11日

  8月22日

10月  3日

11月14日

平成23年（2011）
  1月  2日

  1月  9日

  2月20日

  4月  3日

  5月15日

  6月  5日



放送のあゆみ（平成15年10月～平成29年7月）インターネット生放送
touron.live

アーカイブ（過去の放送内容）
touron.live

29
放送のあゆみ　touron.live

『中国韓国とは交戦中であることを覚悟せよ』本
篇78（H25.4.7～5.12全6回）
『靖國参拝に反対する中韓の目的』本篇79
（H25.5.19～6.30全7回）
『韓国は叩け、さもなくばつけあがる』本篇80
（H25.7.7～8.11全6回）
『韓国とは対話は無用』本篇81（H25.8.18～
9.22全6回）
『韓国に不都合な真実』本篇82（H25.9.29～
11.3全6回）
『日露戦争に学ぶ日本人の気概』本篇83
（H25.11.10、11.24～12.22全6回）
『中国問題／恐怖の民事訴訟法第231条～進
出した日台企業を身ぐるみ剥ぎ取る独裁中国
の国家犯罪を暴く』特別篇22
『衆議院議員　鬼木誠先生に聞く～マスコミを
日本人の手に取り戻す道』年末年始篇15

『文部科学副大臣　西川京子先生に聞く～教
育再生こそ国づくりの根幹』年末年始篇16
『日露戦争に学ぶ日本人の気概（続編）』本篇
84（H26.1.12～2.16全6回）
『15年かけて築いた日台の絆～かけがえのな
い家族交流・兄弟交流』本篇85（H26.2.23～
3.30全6回）
『安倍首相は毎年靖國参拝をすべし』本篇86
（H26.4.6～5.11全6回）
『中共の台湾攻略を阻止せよ～中台両岸サー
ビス貿易協定とひまわり学生運動』本篇87
（H26.5.18～6.22全6回）
『韓国には高飛車に出ろ』本篇88（H26.6.29、
7.20～8.17全6回）
『護国の英霊に君が代を奉げて2千日～オペ
ラ歌手 鶴澤美枝子の日本を取り戻す旅』周年
篇7（H26.7.6全1回）
『まちづくり問題／平成の初等中等教育は寺子
屋で』特別篇23（H26.7.13全1回）
『韓国軍のベトナム人大虐殺を告発する』本篇
89（H26.8.24～9.28全6回）
『慰安婦問題 今こそ日本の冤罪を晴らす反撃
を』本篇90（H26.10.5～11.9全6回）
『外交の勝敗は歴史認識で決まる』本篇91
（H26.11.16～12.21全6回）
『ヘイトスピーチ規制論と日中首脳会談の意
味』年末年始篇17

『衆議院議員 鬼木誠先生に聞く～真に活力あ
る日本を取り戻すために』年末年始篇18

『TPPは日本の国益となるのか』本篇64
（H23.7.3～31、8.14全6回）
『時事問題／「千船保釣」を阻止せよ！～沖縄・
尖閣諸島を守るわれらが闘い』特別篇18
『時事問題／自民党地方組織・議員総局長　
衛藤晟一参議院議員に聞く　民主党が進める
危険な法案と尖閣問題の行方』特別篇19
『中国のウソと日中歴史問題』本篇65
（H23.8.28～10.2全6回）
『南京で何がおこったのか』本篇 6 6
（H23.10.9～11.13全6回）
『韓国朝鮮に謝罪するいわれはない』本篇67
（H23.11.20～12.25全6回）

『日本再生は保守を旗幟（はたじるし）にして』年
末年始篇11
『知って驚く韓国の主張』本篇68（H24.1.8～
2.12全6回）
『日本再建は歴史の智恵に学んで』本篇69
（H24.2.19～3.25全6回）
『ありがとう台湾～世界一の親日国に感謝』本
篇70（H24.4.1～5.6全6回）
『日本の危機を突破せよ』本篇71（H24.5.13
～6.17全6回）
『中国が敵であることを忘れてはならない』本篇
72（H24.6.24～7.8、7.22～8.5全6回）
『まちづくり問題／歌と町おこし～国民が育つ
郷土づくりを』特別篇20
『まちづくり問題／福岡の恥・高島宗一郎市長
の"中国公務員4,000人採用発言"を斬る』特
別篇21
『神話はなぜ消されたのか』本篇 7 3
（H24.8.19～9.23全6回）
『反日中国・反日韓国にこう対処すべし』本篇
74（H24.9.30～11.4全6回）
『日本の礎、日本精神が世界を救う』本篇75
（H24.11.11～12.16全6回）
『日台・魂の絆、第14次慰霊訪問の旅を終え
て』年末年始篇12
『今年の日本の政治の総括と来年の展望』年末
年始篇13

『参議院議員　中山恭子先生に聞く～親日国
家ウズベキスタン』年末年始篇14
『日本国成立の日～我々はいつ日本人になっ
たのか』本篇76（H25.1.13～2.17全6回）
『継承すべき日台の絆～世代の壁を乗り越え
て』本篇77（H25.4.7～5.12全6回）

  4月  7日

  5月19日

  7月  7日

  8月18日

  9月29日

11月10日

11月17日

12月29日

平成26年（2014）
  1月  5日

  1月12日

  2月23日

  4月  6日

  5月18日

  6月29日

  7月  6日

  7月13日

  8月24日

10月  5日

11月16日

12月28日

平成27年（2015）
  1月  4日

  7月  3日

  8月  7日

  8月21日

  8月28日

10月  9日

11月20日

平成24年（2012）
  1月  1日

  1月  8日

  2月19日

  4月  1日

  5月13日

  6月24日

  7月15日

  8月12日

  8月19日

  9月30日

11月11日

12月23日

12月30日

平成25年（2013）
  1月6日

  1月13日

  2月24日
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『平成27年　日本の行く末を考える』本篇92
（H27.1.11～25全3回）
『終戦70年・日韓国交正常化50年の歴史論争
に勝つ』本篇93（H27.2.1～15全3回）
『日本人のふるさとの宝庫・台湾～台湾にこそ
ある原日本人への道標』本篇94（H27.2.22～
3.29全6回）
『まちづくり問題／平和を祈る父子桜～沖縄特
攻に散った戦艦大和と第二艦隊司令長官伊藤
整一海軍大将』特別篇24（H27.4.5全1回）
『日本国成立の日～あなたは日本の誕生日を
知っていますか』本篇95（H27.4.12～26全3
回）
『ひとづくり問題／日本人を掘り起こす～『日本
人講座』』特別篇25（H27.5.3全1回）
『古高取（直方市内ヶ磯窯）の陶工たちはだれ
だったのか』本篇96（H27.5.10～24全3回）
『ひとづくり問題／日本人を掘り起こすII～『大
日本帝國の先人の知』』特別篇26（H27.5.31
全1回）
『終戦70年 大日本帝國の復権 明治－大正－
昭和の発明家、技術者、学者たち』本篇97
（H27.6.7～7.12全6回）
『終戦70年 大日本帝國の復権 其の二 明治－
大正－昭和の学者たち』本篇98（H27.7.19～
8.23全6回）
『黄文雄先生 終戦70年に福岡宣言を語る』周
年篇8（H27.8.30全1回）
『施光恒先生に聞く 英語化は愚民化 日本の国
力が地に落ちる』周年篇9（H27.9.6全1回）
『終戦70年 大日本帝國の復権 其の三 明治－
大正－昭和の実業家たち』本篇99（H27.9.13
～10.18全6回）
『終戦70年 大日本帝國の復権 其の四 明治－
大 正 － 昭 和 の 軍 人 たち』本 篇 1 0 0
（H27.10.25～11.29全6回）
『ひとづくり問題／日本人を掘り起こすIII～『素
読と暗誦による国づくり』特別篇27（H27.12.6
全1回）
『ひとづくり問題／岩屋城と高橋紹運』特別篇
28（H27.12.13全1回）
『今年1年を振り返って』年末年始篇19
『我那覇真子が見た台湾』年末年始篇20

『日本のこころを大切にする党代表 中山恭子
が語る 平成28年』年末年始篇21
『終戦70年 大日本帝國の復権 其の五 明治－
大正－昭和の外交官と郷土福岡の偉人たち』
本篇101（H28.1.10～2.14全6回）

『日清講和条約締結120年／終戦70年　福岡
宣言～原台湾人元日本兵軍人軍属英霊顕彰
の旅』本篇102（H28.2.21～3.27全6回）
『領台時代から蔡英文までの台湾教育を語る』
本篇103（H28.4.3～5.8全6回）
『慰安婦問題の構造と理解と、慰安婦日韓合
意』本篇104（H28.5.15～6.5全4回）
『黄文雄先生 台湾維新元年に日台の魂の交流
を語る』周年篇10（H28.6.12全1回）
『武士道の覚醒への警鐘～岩屋城の戦い』本
篇105（H28.6.19～7.24全6回）
『ロシア革命10 0年を問う』本篇10 6
（H28.7.31～9.4全6回）
『日本人の心をつくる日本語を探る』本篇107
（H28.9.16～10.16全6回）
『まちづくり問題／朝鮮人強制連行を喧伝する
国際交流広場と無窮花堂諸問題』特別篇29
（H28.10.23全1回）
『日本人を掘り起こす』本篇108（H28.10.30
～12.4全6回）
『施光恒先生に聞く 脱グローバル化時代の日
本の針路～まっとうな国づくりへの回帰』周年
篇11（H28.12.11全1回）
『平成28年を振り返って』年末年始篇22
（H28.12.18全1回）
『第18次台湾慰霊訪問の旅を終えて』年末年
始篇23（H28.12.25全1回）

『戦線後方記録映画「南京」を語る』年末年始篇
24（H29.1.1全1回）
『経済の知識が国民を賢くし国家を強くする』本
篇109（H29.1.8～2.12全6回）
『原子力発電に関する正しい知識と活用が日本
を豊かにする』本篇110（H29.2.19～3.26全
6回）
『台湾維新元年／孫文生誕150年～原台湾
人元日本兵軍人軍属英霊顕彰の旅』本篇111
（H29.4.2～5.7全6回）
『政権発足一年目の蔡英文總統 ～ その展開と
可能性』本篇112（H29.5.14～6.18全6回）
『黄文雄先生に聞く「一つの中国」の挫折とグ
ローバリズムの否定』周年篇12（H29.6.25全
1回）
『郷土から消された歴史 ～ 玉砕・岩屋城の戦
い』本篇113（H29.7.2～7.30全5回）

  2月21日

  4月  3日

  5月15日

  6月12日

  6月19日

  7月31日

  9月16日

10月23日

10月30日

12月11日

12月18日

12月25日

平成29年（2017）
  1月  1日

  1月  8日

  2月19日

  4月  2日

  5月14日

  6月25日

  7月  2日
  

  1月11日

  2月  1日

  2月22日

  4月  5日

  4月12日

  5月  3日

  5月10日

  5月31日

  6月  7日

  7月19日

  8月30日

  9月  6日

  9月13日

10月25日

12月  6日

12月13日

12月20日
12月27日
平成28年（2016）
  1月  3日

  1月10日
※平成15年10月5日の第1回放送開始以来、平成
29年7月30日の第722回まで、延べ3,656人、正
味443人の皆様にご出演いただきました。13年と
10ヶ月に亘る献身的なご奉仕に深甚なる謝意を
表す次第です。
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アーカイブ（過去の放送内容）
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FM-MiMi開局…1

日本会議福岡主催の時局講演会開催(会場/女
性センターアミカス)
講師/伊藤哲夫氏(日本政策研究センター所長）、
演題/『男女共同参画社会を考える』…2
｢日曜討論｣事務局を日本教育開発内に開設…3
｢FM-MiMi日曜討論｣ 放送開始
コメンテーター確定(小菅1人体制)
収録CD(テープ)贈呈開始…4
『FM日曜討論会大反響』西日本新聞朝刊に掲載
…5
第1回慰労会(梅の花 9名)…6
ライセンスメイト連載開始…7
第2回慰労会(梅の花 9名)…8

第3回慰労会(ウォーターリリー 13名)…9
ライセンスメイト『日曜討論特集』発行…10
第4回 慰労会 (花万葉 24名)
※｢FM-MiMi日曜討論番組を支える会｣発起人
会兼ねる〈以下「支える会」と表記〉…11
第5回慰労会（花万葉 14名）…12

第6回慰労会（花万葉 15名）…13
日本会議福岡の番組後援決定…14
コメンテーター増員(香月、伊藤が加わり3人体
制へ）…15
ライセンスメイト『日曜討論特集』発行…16
｢支える会｣ 設立の集い・懇親会(平和樓 32名）
…17
スポンサートーク開始…18

放送局の名称変更（「FM - M i M i 」から
「S t y l e FM」）を機に番組名称を従来の
「FM-MiMi日曜討論」から「StyleFM日曜討論」
に変更
※これに伴い「FM-MiMi日曜討論番組を支える
会」の名称も｢StyleFM日曜討論番組を支える
会」に変更…19
｢日曜討論かわら版｣第1号発行（毎月20日発行）
…20
ライセンスメイト『日曜討論特集』発行…21
｢支える会｣懇親会(テルラホール32名)役員改選、
会計年度変更（→総会化）…22
コーヒーブレイク開始…23

ライセンスメイト『日曜討論特集』発行…24
第1回｢支える会｣定期総会・講演会・懇親会(スカ
イホール38名)
江崎道朗先生（日本会議経済人同志会）「誇りあ
る国づくり運動におけるメディア戦略の位置づ
け」…25
｢日本の息吹｣にStyleFM日曜討論座談会記事
掲載…26

｢StyleFM日曜討論｣ホームページ開設…27
｢支える会｣ ホームページ開設…28
第2回｢支える会｣定期総会・講演会・懇親会(スカ
イホール44名)
講師/江崎道朗先生（日本会議経済人同志会）
「国益を守り真実を語り誠心を尽くすことに休日

なし」…29
ライセンスメイト『日曜討論特集』発行…30
ライセンスメイト・日曜討論かわら版をのぞく一
般媒体による番組告知試行開始…31

ライセンスメイト『日曜討論特集』発行…32
第3回｢支える会｣定期総会・講演会・懇親会(スカ
イホール47名)
江崎道朗先生（日本会議経済人同志会）「偏向報
道の連鎖を断ち切ろう！―ＮＨＫスペシャル『ＪＡＰ
ＡＮデビュー』の偏向報道の裏にあるもの」…33
第1回｢支える会」年末総会・新会員歓迎会(花万
葉24名)…34

StyleFM開局10周年記念パーティ（ＪＡＬリゾート
シーホークホテル福岡「支える会」から3名参加）
…35
産經新聞で｢日本に移民は必要か｣意見広告掲
載…36
ライセンスメイト『日曜討論特集』発行…37
第4回｢支える会｣定期総会・講演会・懇親会(テル
ラホール103名)
清水馨八郎先生（千葉大学名誉教授）「日本文
化・文明の本質―参院選と民主党の正体・Ｗ杯の
総括などを通して」…38
｢日曜討論｣スタジオを日本教育開発内に開設…
39
産經新聞で「尖閣諸島は先祖から受け継いだ私
たち日本の国の領土です」意見広告掲載…40
放送局の名称変更（「 S t y l e F M」から
「NewVo i ce」）を機に番組名称を従来の
「StyleFM日曜討論」から｢スタジオ日本 日曜討
論｣に変更
※これに伴い「StyleFM日曜討論番組を支える
会」の名称も「スタジオ日本 日曜討論番組を支え
る会」に変更…41
従来のラジオ（コミュニティFM）による放送を改
めインターネット（ユーストリーム）による放送開
始…42
第2回｢支える会」年末総会・新会員歓迎会(松幸
40名）…43

第1回スタジオ日本専任技術者研修会(てら岡7
名）…44
第5回｢支える会｣定期総会・講演会・懇親会（テル
ラホール82名）
江崎道朗先生（日本会議専任研究員）「マスコミ
の報じない歴史の真実／開戦70周年～東京裁
判史観の見直しがアメリカで始まった」…45
ライセンスメイト『日曜討論特集』発行…46
インターネットユーストリームによる放送期間(現
在～平成22年11月)の解説表示付アーカイブ公
開　※動画と音声と文字…47
産經新聞で｢九州電力に感謝し、心から応援しま
す。」意見広告掲載…48
第2回スタジオ日本専任技術者研修会（松幸10
名）…49
第3回「支える会」年末総会・新会員歓迎会（松幸
35名）…50
産經新聞九州総局　野口裕之総局長歓迎会（セ
ントラルホテル 10名）…51

日本会議福岡かわら版による番組告知開始…52
産經新聞で「待望の『日曜討論全番組アーカイブ
ス』4月公開!」意見広告掲載…53
「日曜討論」全番組アーカイブ公開…54

  9月15日
10月  6日

平成21年（2009）
  6月15日
  8月23日

12月11日

平成22年（2010）
  3月  6日

  5月13日

  6月15日
  8月22日

10月  1日

10月22日

11月  1日

11月  7日

12月10日

平成23年（2011）
  3月  2日

  8月21日

  

  9月15日
10月  1日

11月  4日

11月  9日

12月  9日

12月22日

平成24年（2012）
  2月20日
  2月27日

  4月  1日

平成12年（2000）
  3月  3日
平成15年（2003）
  8月30日

10月  1日

10月  5日

10月25日

11月  9日
12月15日
12月21日
平成16年（2004）
  4月  4日
  5月15日
  8月  8日

  9月26日
平成17年（2005）
  3月  5日
  4月  1日
  4月  3日

  8月15日
  8月21日

10月  2日
平成18年（2006）
  3月  3日

  6月20日

  8月15日
  8月20日

10月  1日
平成19年（2007）
  6月15日
  8月19日

12月  1日

平成20年（2008）
  3月  3日
  7月  1日
  8月17日

平成12年（2000）

番組開始14周年
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第3回スタジオ日本専任技術者研修会（花万葉9
名）…55
産經新聞九州総局 野口裕之総局長送別会（江
藤家 9名）…56
産經新聞で「福岡市長 髙島宗一郎くん いいかげ
ん 国を売るのはおやめなさい。」意見広告掲載…
57
産經新聞で「福岡市長 髙島宗一郎くん いいかげ
ん 国を売るのはおやめなさい。」意見広告掲載…
58
福岡市庁舎を包囲し、登庁する職員に「産經新聞
意見広告（8月5日・6日）」を配布し、覚書の白紙
撤回を呼びかける
※7:30～8:30 10名 1,000枚（A3両面2折） 快
晴…59
第6回「支える会」定期総会・講演会・懇親会（テル
ラホール 71名）
小山和伸先生（メディア報道研究政策センター理
事長）「反日国家の対日政策に呼応、国家崩壊を
目論む内なる敵 反日メディアを糾す」…60
ライセンスメイト『日曜討論特集』発行…61
第4回「支える会」年末総会・講演会・新会員歓迎
会(松幸 60名)
中山恭子先生（参議院議員）「あの日、あの時。」
…62

産經新聞九州総局 石橋文登総局長歓迎会（花
万 8名）…63
第7回「支える会」定期総会・講演会・懇親会（テル
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支える会役員・会則　touron.live

皆様のご入会を心からお待ちしています

役員さんをご紹介します

会則をご覧下さい

顧問　　　　　鬼木　誠　　衆議院議員

顧問　　　　　中山恭子　　参議院議員

顧問　　　　　西川京子　　前衆議院議員

顧問　　　　　山本泰藏　　日本会議福岡理事長

顧問　　　　　多久善郎　　日本協議会理事長

顧問　　　　　北村弥枝　　教育研究会未来理事長

顧問　　　　　小山和伸　　神奈川大学経済学部教授

相談役　　　　松俵義博　　松俵建設(株)会長

相談役　　　　関　文彦　　(株)関家具代表取締役

相談役　　　　松尾嘉三　　九栄会会長

相談役　　　　富原　浩　　(株)中部鋼材代表取締役

相談役　　　　高島照彦　　(株)リライエステート代表取締役社長

代表世話人　　小菅亥三郎　(専)ライセンスカレッジ理事長

副代表世話人　香月洋一　　(医)香月内科医院理事長

副代表世話人　原田泰宏　　九州伝承遺産ネットワーク特別顧問

世話人　　　　田中道夫　　(株)ハウジングアーキテクチャーＣＥＯ

世話人　　　施　光恒　　九州大学大学院准教授

世話人　　　木村秀人　　元高等学校教諭

世話人　　　矢ヶ部大輔　福岡教育連盟執行委員長

世話人　　　川口武壽　　直方食糧販売(株)代表取締役社長

世話人　　　安倍輝彦　　(財)北九州上下水道協会非常勤理事

世話人　　　梶栗勝敏　　日本会議福岡事務局長

世話人　　　柴崎一郎　　岩屋城史の会代表主宰

世話人　　　髙橋幸久　　建設会社勤務

世話人　　　大山　猛　　元会社員

世話人　　　田口俊哉　　会社員

世話人　　　久野貴子　　主婦

世話人　　　松尾一郎　　日中関係史研究家

世話人　　　柳原憲一　　柳原皮膚科クリニック理事長

営業　　　　川本久美子　(株)日本教育開発

営業　　　　中村那津子　(株)日本教育開発

会計　　　　茅野輝章　　(株)日本教育開発

監事　　　　木下　修　　会社員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔順不同〕

『スタジオ日本 日曜討論番組を支える会』

第１条（名称）
本会は「スタジオ日本『日曜討論』番組（以下「番組」と称
す）を支える会」と称する。

第２条（事務局）
本会の事務局は福岡市中央区天神1-3-38に置く。

第３条（目的）
本会は①「誇りある国づくり」のための番組の継続。　

②番組の放送主体であるスタジオ日本（以下「スタジ
オ」と称す）の後援。

③出演者（制作者含む）相互の研鑚及び親睦をその目的
とする。

第４条（会員）
本会の会員は次の３種とする。

①特別会員　本会の目的に賛同し、本会の事務局を支援
するため、入会金、賛助金1口以上を納め
る法人又は個人。

②正会員　　本会の目的に賛同し、入会金、年会費を納
める者。

③番組会員　本会の目的に賛同し、番組成立のため協力
でき、入会金、年会費を納める者。

第５条（入会）
本会に入会を希望する者は所定の申込手続により、入会するこ
とができる。

第６条（会費）
本会の経費は入会金、賛助金、会費、寄付金をもってこれに充
当する。

①会員として入会を希望する者は、入会金として1,000
円を入会と同時に納入する。

②特別会員の賛助金（1口）は法人120,000円、個人
10,000円とし、入会と同時に納入し、次年度以降は
3月末日迄に納入する。

③正会員の会費は年額5,000円とし、3月末日迄に翌年度の１
年分を一括して納入する。
④番組会員の会費は年額3,000円とし、3月末日迄に翌年度の
1年分を一括して納入する。

第７条（会計年度）
本会の会計年度は毎年4月1日より翌年3月31日迄とする。

第８条（役員）
本会に次の役員を置く。

　　　　　顧問　　　　若干名　有識者他。
　　　　　相談役　　　若干名　有識者他。
　　　　　代表世話人　　１名　会を代表し、会務を統括。
　　　　　副代表世話人若干名　代表世話人を補佐し、番組を企画。
　　　　　世話人　　　若干名　代表世話人の命を受けて、会務を処理。
　　　　　営業　　　　　１名　会員募集。
　　　　　会計　　　　　１名　会計事務処理。
　　　　　監事　　　　　１名　会計監査。
第９条（役員の任期）　　
役員の任期は1年とし、再任を妨げない。

第10条（役員の選任）
①世話人は会員のうちから、代表世話人、副代表世話人は世話
人のうちからそれぞれ役員会において選任する。
②営業は会員募集、会計は会務処理を行う。

第11条（役員会）
役員会は代表世話人が必要に応じ招集する。

第12条（総会）
総会は原則として毎年8月にスタジオとの調整をとり開催することと
し、代表世話人及び役員会において必要と認めたときには、臨時総会
を開催することができる。

第13条（総会の構成及び議決）
総会は会員の出席をもって成立し、議事については出席会員の過半数
の賛成で議決する。
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touron.live　番組の視聴方法

『スタジオ日本 日曜討論番組を支える会』の皆様に
毎月送られる「かわら版」と出演者に送られるDVD

季刊誌ライセンスメイトによる特集
番組の発展と支援の輪を拡げてきた毎年毎年の集大成作業

スタジオ日本 日曜討論番組を支える会にご入会下さい。

スタジオ日本「日曜討論」の視聴方法
インターネット生放送番組（毎週日曜日10:00～12:30）

平成１５年１０月の放送開始以来、この番組に出演されたリスナーの皆様を中心に設立されたのが「スタジオ日
本 日曜討論番組を支える会」です。当会では、この番組に協力していただける新会員を広く募集しております。
入会ご希望の方は当会事務局までお気軽にご連絡ください。詳しい案内資料をお送りいたします。

好評配信中!

スタジオ日本日曜討論　番組URL

http://touron.live
番組は、インターネットのアドレスバーに「touron.live」と
入力するか、
インターネットで「スタジオ日本日曜討論」と検索して
番組ホームページからご覧いただけます。

また、スマートフォンやタブレットでもご視聴いただけます。

☆特別法人会員 １２０，０００円
☆特別個人会員   １０，０００円
☆正会員 　　５，０００円
☆番組会員 　　３，０００円

【スタジオ日本 日曜討論番組を支える会　会費区分】

※いずれも年会費で、別途入会金１，０００円が必要です。

あなたのご支援が世論をつくります！
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